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〔
凡
例
〕

・
本
資
料
は
、
国
文
学
者
・
民
俗
学
者
、
折
口
信
夫
（
釈
迢
空
）

が
大
正
末
年
か
ら
行
な
っ
た
講
義
・
講
演
を
、
学
生
で
門
弟

で
あ
り
、
昭
和
六
年
か
ら
八
年
ま
で
助
手
を
務
め
た
小
池
元

男
氏
が
筆
記
し
た
ノ
ー
ト
の
一
部
で
あ
る
。

・
資
料
の
解
題
は
、
先
に
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
国
文
学

会
の
『
野
州
国
文
学
』
第
八
十
六
号
（
平
成
二
十
五
年
三
月
）

の
「
小
池
元
男
ノ
ー
ト
―
折
口
信
夫
・
郷
土
研
究
会
ほ
か
講

義
ノ
ー
ト
―
」、
及
び
『
國
學
院
雑
誌
』
第
百
十
四
巻
第
十

号
（
平
成
二
十
五
年
十
月
号
）
の
「
折
口
信
夫
・
國
學
院
大

學
講
義
そ
の
他
―
小
池
元
男
・
石
上
順
ノ
ー
ト
―
」
に
報
告

〈
資
料
〉

折
口
信
夫
「
発
生
日
本
文
学
史
　
室
町
文
学
史
（
下
）」

（
昭
和
四
年
・
國
學
院
大
學
大
学
部
講
義
）

伊
　
藤
　
高
　
雄  

編

し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
本
号
に
翻
刻
す
る
資
料
は
、
そ
の
ノ
ー
ト
番
号
46
・
47
「
発

生
日
本
文
学
史　

室
町
文
学
史
」（
昭
和
四
年
・
國
學
院
大

學
大
学
部
講
義
）
の
一
部
で
あ
る
。

・
翻
刻
は
、
伊
藤
が
行
っ
た
後
、
武
蔵
野
大
学
兼
任
講
師
の
渡

部
修
、
國
學
院
大
學
大
学
院
生
（
当
時
）
の
郷
田
典
子
と
読

合
せ
を
し
、
最
終
的
に
伊
藤
が
整
理
し
た
。

・
表
記
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
と
し
、
古
典
的
仮
名
遣
い
と

し
た
が
、
場
合
に
よ
っ
て
正
字
を
用
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

判
読
で
き
な
い
箇
所
は
□
で
示
し
た
。
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継
母
子
物
語	

（
十
一
月
八
日
）

継
母
子
物
語
の
双
紙
の
話
の
、
継
子
が
男
、
女
で
あ
る
事
に
よ

つ
て
物
語
が
ち
が
ふ
。

と
こ
ろ
が
継
母
子
の
話
は
室
町
時
代
ま
で
は
ま
だ
貴
族
の
間
の

話
。
江
戸
に
な
る
と
民
間
の
話
に
な
つ
て
来
る
。
室
町
の
継
母

継
子
物
語
に
か
ゝ
れ
て
ゐ
る
世
界
は
貴
族
□
（
空
欄
）
が
特
色
。

女
の
物
語
で
標
準
は
、
中
将
姫
の
物
語
。
も
と
は
當
麻
寺
の
縁

起
に
属
す
る
も
の
。
こ
の
中
将
姫
の
物
語
を
次
第
に
変
化
さ
せ

て
行
つ
た
。
こ
の
物
語
の
前
後
で
大
分
お
も
か
げ
が
ち
が
ふ
。

一
種
の
宗
教
的
の
継
母
子
物
語
の
大
き
な
も
の
が
中
将
姫
の
物

語
。
こ
の
物
語
を
翻
訳
し
た
と
思
は
れ
る
の
は
奈
良
朝？

を
下
げ

て
中
頃
の
頃
に
か
へ
た
。
中
世
、
我
々
よ
り
さ
う
遠
く
な
い
頃

の
物
語
の
意
味
で
漠
然
と
し
た
も
の
、
そ
れ
か
ら
大
昔
の
物
語

が
あ
る
。
気
分
が
近
代
的
で
も
大
昔
の
物
語
の
中
将
姫
物
語
を

中
世
の
も
の
に
ひ
き
な
ほ
し
た
の
が
岩
屋
の
草
子
（
対
屋
姫
）

発
生
日
本
文
学
史
　
室
町
時
代
文
学
史
（
下
）

昭
和
四
学
年
度
大
学
部
講
義
　
折
口
信
夫
教
授

で
あ
る
。
恋
物
語
で
中
将
姫
と
落
窪
物
語
を
混
じ
た
も
の
。
落

窪
の
方
が
古
い
が
、民
間
の
中
将
と
い
づ
れ
か
先
か
い
へ
な
い
。

恋
愛
に
よ
つ
て
継
子
の
一
類
が
さ
か
へ
る
も
の
。
対
屋
姫
物
語

は
中
将
姫
物
語
と
落
窪
物
語
の
つ
き
ま
ぜ
、
宗
教
的
の
継ま

ゝ

子こ

、

継ま
ゝ

母は
ゝ

念
仏
式
の
も
の
を
よ
む
物
語
の
上
の
も
の
と
一
緒
に
し
て

来
た
。
要
所
〳
〵
は
、
中
将
姫
物
語
と
同
じ
こ
と
。
と
こ
ろ
が

本
当
は
中
将
姫
物
語
は
名
高
い
が
、
お
し
つ
め
て
行
く
と
継
母

の
存
在
を
必
要
と
し
な
い
。
継
母
の
話
が
起
つ
た
こ
と
、
若
い

苦
し
ん
だ
姫
の
話
は
継
母
子
型
へ
入
れ
た
の
で
あ
る
。

中
将
姫
の
研
究　
　

照
日
ノ
前
と
い
ふ
母
、
と
父
は
横
佩
の
右

大
臣
（
藤
原
豊
成
、
奈
良
朝
の
人
）。
昔
の
物
語
は
無
茶
苦
茶

に
結
び
つ
け
た
の
で
は
な
い
。
何
か
関
係
が
あ
つ
て
つ
け
る
の

で
あ
る
。
名
前
に
因
縁
が
結
び
つ
い
て
ゐ
る
。
歴
史
的
な
父
だ

と
て
物
語
は
正
し
い
事
に
は
な
ら
ぬ
。照
日
は
巫
女
の
名
前（
鈴

木
正
三
の
因
果
物
語
）。
神
明
信
仰
の
巫
女
が
、
こ
の
名
前
を
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も
つ
。
や
は
り
熊
野
と
関
係
あ
り
。
中
将
姫
は
ひ
ば
り
山
へ
捨

て
ら
れ
た
。
ひ
ば
り
山
は
諸
所
に
あ
る
が
、
紀
州
に
あ
る
の
が

も
と
で
あ
ら
う
。
紀
州
と
熊
野
と
の
境
ひ
目
に
近
い
と
こ
ろ
に

あ
る
。

す
べ
て
中
将
の
物
語
、
熊
野
に
関
係
あ
り
さ
う
。
御
伽
草
紙
、

説
経
、
歌
念
仏
等
を
見
る
上
の
参
考
に
な
る
が
、
書
物
を
見
て
、

ど
こ
の
神
の
由
来
を
説
い
て
ゐ
る
か
わ
か
ら
ぬ
。
出
発
点
と
結

着
点
が
ち
が
ふ
。
筑
土
君
が
、
苅
萱
道
心
の
物
語
で
、
そ
こ
の

疑
問
に
ふ
れ
て
行
つ
て
ゐ
る
。
高
野
に
関
係
が
あ
り
な
が
ら
善

光
寺
の
親
子
地
蔵
と
結
び
つ
い
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
不
思
議
で
な

く
、
ど
れ
を
見
て
も
両
方
に
引
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
結
極

か
う
い
ふ
事
に
な
る
。名
高
い
社
寺
よ
り
布
教
に
出
た
人
々
が
、

落
ち
着
い
た
先
で
自
分
等
の
信
仰
を
広
め
る
。
例
へ
ば
高
野
聖

は
高
野
の
信
仰
を
宣
伝
す
る
か
た
は
ら
、
自
分
の
信
仰
を
も
つ

て
歩
い
て
ゐ
る
。
正
式
の
信
仰
は
世
間
を
渡
る
手
立
て
で
、
実

は
低
い
も
の
を
宣
伝
す
。

あ
る
土
地
に
落
ち
着
く
と
、
物
語
が
特
殊
な
物
語
が
出
来
、
変

つ
た
信
仰
が
伝
は
る
。
時
代
が
経
つ
と
、
も
と
の
高
野
と
関
係

な
く
見
え
る
。
苅
萱
も
高
野
山
を
出
発
し
、
善
光
寺
で
落
ち
着

く
。
高
野
の
信
仰
を
も
つ
て
歩
い
た
聖
の
中
の
、
念
仏
聖
に
萱

堂
聖
が
も
つ
て
歩
い
て
善
光
寺
附
近
に
落
ち
着
い
て
、
善
光
寺

に
よ
つ
て
栄
へ
た
も
の
が
も
つ
て
ゐ
た
物
語
は
、
善
光
寺
で
結

着
が
つ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
結
末
は
高
野
と
関
係
な
い
。
自

分
の
信
仰
の
（
以
下
、
一
行
空
欄
）

萱
堂
の
聖
は
、
地
蔵
菩
薩
の
信
仰
を
持
ち
歩
い
た
。
す
る
と
善

光
寺
の
親
子
地
蔵
の
物
語
が
出
来
、
後
世
か
ら
は
（
以
下
、
二

行
空
欄
）

山
椒
大
夫　
　

も
つ
と
離
れ
た
も
の
に
、
山
椒
大
夫
と
い
ふ
の

が
あ
る
。
久
し
い
歴
史
を
、
念
仏
、
説
経
、
浄
瑠
璃
と
あ
つ
た

も
の
。
こ
れ
は
由
良
港
に
居
り
、
こ
の
物
語
の
中
心
は
丹
後
の

由
良
の
港
に
あ
る
。物
語
の
出
発
点
は
岩
木
山
に
関
係
が
あ
る
。

岩
木
の
判
官
の
息
が
父
死
後
母
、
息
女
、
乳
母
と
流
浪
し
て
ゐ

る
時
に
、
売
ら
れ
て
山
椒
大
夫
に
苦
し
め
ら
れ
る
話
。

浄
瑠
璃
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
現
在
兄
弟
は
、
岩
木
山
の
神
と

し
て
の
伝
へ
あ
り
。
安
寿
と
対
王
（
厨
子
王
）
の
名
を
見
て
も

安
寿
は
念
仏
関
係
の
比
丘
尼
、
も
つ
と
遡
る
と
、
熊
野
念
仏
で

は
、観
音
と
強
い
関
係
あ
る
故
に
寿
と
い
ふ
。
観
音
の
申
し
子
、

氏
子
と
い
ふ
事
で
寿
を
つ
け
る
。
安
寿
で
見
当
が
つ
く
。
こ
の

名
前
の
つ
く
前
に
岩
木
山
に
姉
弟
の
話
あ
り
。
岩
木
山
の
神
は
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安
寿
姫
で
女
だ
と
い
ふ
。
早
く
姉
の
方
が
山
へ
登
つ
て
、
岩
木

山
の
神
は
丹
波
・
丹
後
の
国
人
が
嫌
ひ
。
昔
よ
り
出
羽
奥
州
で

は
ひ
ど
い
波
も
丹
後
波
と
い
ふ
。
こ
の
波
が
立
つ
と
丹
波
丹
後

の
人
が
来
て
ゐ
る
と
て
、調
べ
る
と
果
し
て
来
て
ゐ
る
と
い
ふ
。

異
境
人
を
近
づ
け
な
い
話
で
あ
る
。
綺
堂
の
脚
本
に
も
貞
任
宗

任
の
も
の
に
丹
後
波
の
話
が
出
て
ゐ
る
。

丹
後
波
の
話
が
あ
る
。
こ
れ
は
話
に
連
絡
あ
り
。
岩
木
山
の
権

現
と
山
椒
大
夫
と
の
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
丹
後
波
に
あ
る
。

岩
木
山
の
神
は
丹
後
で
殺
さ
れ
て
ゐ
る
。

わ
れ
等
が
考
へ
る
と
岩
木
山
の
信
仰
は
北
日
本
に
広
く
行
は
れ

た
。
岩
木
の
権
現
の
信
仰
が
、
丹
後
の
金
焼
地
蔵
の
縁
起
を
述

べ
た
の
か
、
金
焼
地
蔵
の
縁
起
だ
か
ら
金
焼
地
蔵
の
事
を
い
ふ

て
ゐ
る
や
う
で
岩
木
と
関
係
あ
り
。
何
れ
が
元
か
不
明
。
い
つ

の
ま
に
か
最
初
の
話
が
変
つ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
関
西
の
社
寺
の

も
の
で
あ
つ
た
の
か
、
丹
後
と
仲
の
悪
い
岩
木
の
物
語
と
な
つ

た
。結
末
は
布
教
者
の
行
き
止
つ
た
場
所
の
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。

か
る
か
や
の
物
語
は
こ
れ
丈
で
終
つ
て
ゐ
る
。

山
椒
の
物
語
を
見
る
と
室
町
か
、
も
つ
と
古
い
も
の
で
、
そ
の

後
が
大
変
で
あ
る
。
清
水
の
観
音
に
助
け
ら
れ
て
出
世
す
る
。

こ
の
型
は
本
地
物
語
に
近
く
な
つ
て
来
る
。
本
地
物
語
の
仏
教

式
色
彩
の
少
な
い
も
の
、
そ
れ
を
御
伽
草
紙
の
中
の
御
伽
（
化

譚
）
で
な
く
今
の
童
話
式
の
も
の
に
多
い
。
御
伽
草
紙
の
中
の

子
供
物
の
一
要
素
の
出
世
物
語
だ
と
思
ふ
。

中
将
姫
と
宇
津
保
と　
　

中
将
姫
の
話
は
、
継
子
継
母
の
物
語

で
な
い
。
そ
の
話
の
一
番
見
る
事
の
出
来
る
古
い
も
の
は
、
鎌

倉
に
出
来
た
『
宇
津
保
物
語
』（
古
い
宇
津
保
物
語
を
修
正
し

新
作
加
は
る
）
で
も
ま
づ
古
い
部
分
と
思
は
れ
る
も
の
は
、
俊

蔭
の
巻
で
あ
る
。
こ
の
巻
と
非
常
に
関
係
あ
り
。
全
体
、
宇
津

保
は
、
継
子
物
語
の
目
標
、
そ
れ
と
は
別
に
「
俊
蔭
」
に
清
原

俊
蔭
の
女
の
話
が
あ
る
。
娘
は
、
山
の
奥
の
杉
山
の
う
つ
ろ
木

の
中
で
生
活
し
た
…
…
後
に
父
親
と
山
で
め
ぐ
り
あ
ふ
。
こ
の

話
は
中
将
姫
の
話
と
す
つ
か
り
同
じ
。
藤
原
広
嗣
の
乱
を
征
し

て
ゐ
る
間
の
出
来
事
。
山
に
捨
て
ら
れ
、
臣
が
か
へ
ら
ず
に
つ

い
て
ゐ
た
。
父
が
九
州
か
ら
戻
つ
て
来
て
、父
に
め
ぐ
り
逢
ふ
。

要
点
は
、
皆
同
じ
事
。
継
子
物
語
は
中
将
の
話
で
は
、
話
を
複

雑
に
す
る
為
に
つ
い
て
ゐ
る
だ
け
で
、
俊
蔭
の
姫
と
同
じ
。

捨
て
ら
れ
た
姫
が
見
出
さ
れ
る
話
に
継
子
、
継
母
の
話
を
つ
け

た
だ
け
。
そ
れ
が
岩
屋
の
草
子
に
な
る
と
人
間
的
に
な
る
。
宇

津
保
式
の
と
こ
ろ
が
ま
し
。
近
代
的
な
感
情
が
入
つ
て
来
る
。

そ
れ
が
断
定
出
来
ぬ
が
、
書
物
の
影
響
と
い
ふ
よ
り
継ま

ゝ

母は
ゝ

念
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仏
、
下
級
の
宗
教
者
の
唱
導
―
―
一
種
の
説
経
に
よ
つ
て
民
間

に
ひ
ろ
が
つ
た
。民
間
で
は
適
切
な
階
級
に
そ
の
話
を
う
つ
し
、

今
ま
で
あ
つ
た
民
間
の
説
話
は
、
継
母
子
の
物
語
へ
近
づ
け
て

行
く
。
継
母
子
の
物
語
は
人
気
が
あ
つ
た
。
す
つ
か
り
民
間
の

も
の
と
お
り
て
了
つ
た
。
こ
の
古
い
継
母
子
の
物
語
に
は
、
継

母
の
連
れ
子
が
大
し
た
要
素
に
な
ら
ぬ
。
継
子
が
に
く
い
だ
け

（
一
）、
変
化
し
て
、
お
ほ
ん
の
子
が
出
来
た
為
、
又
は
連
れ
子

を
し
て
来
て
、
継
子
を
憎
む
（
二
）、
古
い
が
宇
津
保
物
語
は

そ
の
中
間
に
な
つ
て
ゐ
る
。
次
第
に
の
ち
ほ
ど
本
の
子
を
作
つ

て
来
る
。
さ
う
な
つ
て
世
の
中
に
沢
山
話
が
増
す
。

す
べ
て
あ
は
れ
な
傾
向
の
話
を
継
母
子
に
引
き
寄
せ
る
。
童
話

の
特
色
で
、
民
間
で
江
戸
に
栄
へ
た
も
の
。

御
伽
以
前
、
本ほ

ん

の
子
は
個
性
が
は
つ
き
り
し
な
い
。
母
が
継
子

を
い
じ
め
る
為
の
も
の
で
あ
る
。
次
第
に
江
戸
に
な
る
と
本
の

子
が
継
子
に
同
情
す
る
話
（
あ
り
し
の
姫
）
に
な
つ
て
来
る
。

継
子
を
助
け
、
好
意
を
も
つ
て
、
母
と
同
じ
く
継
子
を
い
じ
め

る
話
は
な
い
。
継
子
に
は
き
つ
と
同
情
者
が
あ
り
、
こ
と
に
そ

れ
が
発
達
し
て
ゐ
る
。
御
伽
草
紙
は
継
子
継
母
の
物
語
が
江
戸

に
な
つ
て
飛
躍
す
る
導
き
で
あ
る
。

御
伽
草
紙
の
読
者　
　

子
供
の
話
、
一
体
御
伽
草
紙
は
子
供
に

読
む
本
の
や
う
に
見
え
て
さ
う
で
な
く
、
上
流
の
女
は
す
べ
て

読
者
で
若
い
も
の
は
こ
れ
に
て
教
育
せ
ら
れ
、
子
供
も
読
み
、

又
は
読
ん
で
聞
か
せ
て
も
ら
つ
た
。
男
の
子
だ
け
の
も
の
で
な

く
、
女
の
人
の
も
の
、
読
ん
で
聞
か
す
と
こ
ろ
か
ら
次
第
に
男

の
子
の
読
み
物
に
な
り
、
一
つ
の
特
色
を
も
つ
て
来
る
。
御
伽

草
紙
を
は
つ
き
り
分
け
る
と
男
も
の
（
主
に
子
供
）、
女
も
の

に
分
れ
る
。

出
世
物
語　
　

第
一
に
出
世
物
語
。
山
椒
大
夫
の
対
王
、
一
寸

法
師
の
草
子
、
も
の
ぐ
さ
太
郎
草
子
（
愛
宕
の
本
地
）、
こ
の

二
つ
が
出
世
物
語
の
ご
く
幼
稚
な
型
で
標
準
的
。

こ
の
話
は
神
が
人
に
育
て
ら
れ
て
本
当
の
神
に
な
り
、
霊
異
を

発
揮
す
る
。
昔
の
神
道
上
の
信
仰
の
説
話
化
し
た
も
の
、
人
間

に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
、
こ
の
二
つ
は
こ
と
に
翻
訳
の
ま
づ
い
も

の
。

出
世
す
る
ま
で
は
低
脳
で
あ
る
。
は
じ
め
は
何
に
も
し
な
い
も

の
が
あ
る
時
に
は
か
に
立
派
な
人
間
に
な
り
、認
め
ら
れ
る
話
。

今
い
つ
た
や
う
な
対
王
の
話
は
こ
の
型
に
入
つ
て
行
く
。
偉
く

な
い
子
供
が
本
然
と
出
世
し
て
ゐ
る
。
室
町
の
時
分
に
は
出
世

す
る
の
に
は
都
へ
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
諸
国
の
士
が
大
番
役
に

京
へ
行
く
故
に
京
を
出
世
の
地
と
し
て
そ
こ
へ
行
つ
て
見
出
さ
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れ
て
出
世
す
る
事
に
な
る
。
こ
の
話
の
お
こ
り
は
、
幼
く
て
何

の
役
に
も
た
ゝ
ぬ
神
が
人
に
拾
は
れ
育
て
ら
れ
て
、
偉
い
人
に

な
る
。
話
が
唱
導
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
た
の
が
、
い
つ
の
間
に

か
人
間
世
間
の
事
に
翻
案
せ
ら
れ
て
、
物
語
ら
れ
た
。
だ
か
ら

そ
の
あ
と
に
は
本
式
に
行
く
と
本
地
物
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

不
自
然
だ
が
昔
の
人
に
自
然
で
あ
つ
た
。
神
が
人
間
界
で
育
て

ら
れ
て
大
き
な
神
に
な
る
物
語
。
一
つ
の
人
間
に
な
つ
て
出
世

し
た
後
も
の
た
り
な
く
更
に
大
き
く
し
て
神
か
仏
に
す
る
。
さ

う
せ
ね
ば
唱
導
と
し
て
の
役
目
が
つ
か
ぬ
。
そ
れ
が
本
地
物
語

に
な
る
も
と
。
愛
宕
の
本
地
を
も
の
ぐ
さ
と
い
ふ
て
ゐ
る
が
、

何
の
関
係
も
な
い
。

穂
高
の
本
地
と
い
ふ
の
を
愛
宕
の
本
地
と
な
ま
つ
た
の
で
あ

る
。
信
州
の
穂
高
明
神
の
神
名
を
説
い
た
も
の
。
結
極
、鎌
倉
・

室
町
へ
ま
た
が
つ
て
、
物
語
の
特
色
と
考
へ
ら
れ
る
、
日
本
中

の
神
々
に
従
来
の
話
を
く
つ
ゝ
け
て
了
ふ
。
こ
の
神
の
こ
の
世

に
生
き
て
ゐ
た
様
子
は
か
う
だ
と
い
う
。
形
式
必
ず
し
も
信
州

の
穂
高
出
で
な
く
、
従
来
あ
つ
た
物
語
が
穂
高
明
神
に
つ
い
て

行
く
。
愛
宕
の
本
地
、
穂
高
の
本
地
と
い
ふ
の
は
沢
山
の
類
が

中
で
単
純
で
信
州
よ
り
出
て
、
信
州
へ
か
へ
つ
て
ゐ
る
。
死
後

穂
高
明
神
と
な
つ
て
ゐ
る
と
。
こ
の
話
の
起
り
は
わ
か
り
や
す

い
。
穂
高
の
縁
起
と
云
ひ
切
れ
な
い
が
ま
づ
さ
う
い
ふ
て
お
い

て
も
い
ゝ
。

か
う
い
ふ
出
世
物
語
が
次
第
に
一
種
の
違
つ
た
色
合
ひ
を
持

ち
、
怪
力
物
語
を
ば
取
り
入
れ
て
来
る
。
日
本
の
民
間
の
物
語

は
道
徳
の
色
合
い
を
つ
け
て
ゐ
な
い
。
―
―
つ
け
る
の
は
宗
教

家
、
政
治
家
―
―
怪
力
の
物
語
が
発
達
し
て
ゐ
る
。
昔
か
ら
あ

る
の
だ
が
御
伽
草
子
等
で
た
と
へ
ば
入
鹿
等
い
ふ
も
の
。
酒
呑

童
子
の
草
子
、
つ
ま
り
怪
力
を
も
つ
た
も
の
を
ば
讃
美
し
て
ゐ

る
事
が
著
し
い
。
男
衾
三
五
郎
、
妖
怪
と
怪
力
と
同
じ
も
の
。

こ
れ
を
退
治
す
る
人
間
が
出
来
る
。
わ
れ
〳
〵
自
身
が
信
頼
さ

れ
て
来
る
。
だ
か
ら
、
さ
う
い
ふ
風
な
発
達
は
御
伽
草
紙
に
は

じ
ま
つ
た
事
で
な
い
が
、
特
別
な
色
合
い
を
も
つ
て
ゐ
る
。
巨

人
怪
力
に
対
す
る
讃
美
が
あ
る
。
鬼
、
魔
術
使
ひ
、
残
虐
な
事

を
す
る
も
の
に
一
種
の
あ
く
が
れ
を
も
つ
て
ゐ
る
。

そ
れ
が
更
に
何
か
の
方
法
で
弱
点
を
つ
か
れ
て
亡
び
る
。
人
間

の
巧
猾
な
智
慧
で
力
の
あ
る
も
の
が
負
け
て
了
ふ
。
さ
う
い
ふ

風
に
昔
よ
り
あ
る
が
、
そ
の
点
御
伽
草
紙
は
平
凡
で
力
の
強
い

人
、
又
は
宗
教
上
の
法
力
で
退
治
る
。

お
か
し
い
事
は
皆
地
方
の
豪
族
と
い
ふ
や
う
な
も
の
（
庶
民
は

問
題
に
な
ら
ぬ
）、
中
心
は
武
家
の
階
級
の
伝
説
、
智
識
で
ふ
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れ
て
行
つ
て
ゐ
る
。
大
き
な
武
家
た
ち
の
祖
先
は
怪
力
を
も
つ

た
巨
人
。
そ
れ
を
都
の
偉
い
人
に
翻
訳
し
て
行
く
。

古
く
は
一
種
の
妖
怪
の
や
う
な
巨
人
が
自
分
等
の
祖
と
い
ふ
。

そ
の
系
統
よ
り
行
く
故
に
怪
力
を
も
つ
て
行
つ
て
ゐ
る
も
の
と

の
ろ
は
な
い
物
語
あ
り
。
今
度
は
人
間
が
出
て
怪
力
を
退
治
る

話
に
な
つ
て
も
、
そ
れ
が
ま
た
人
間
的
で
な
い
事
を
す
る
や
う

に
な
る
。
坂
田
金
時
等
は
そ
の
親
分
。
一
種
の
巨
人
と
同
じ
も

の
。

金
平
本　
　

こ
ん
な
方
面
の
御
伽
草
紙
そ
の
他
の
も
の
が
発
達

し
て
、
浄
瑠
璃
の
台
本
と
し
て
語
ら
れ
、
江
戸
の
古
浄
瑠
璃
の

金
平
も
の
と
な
つ
て
来
る
。
四
天
王
の
子
供
の
活
躍
と
な
る
。

も
つ
と
も
金
平
浄
瑠
璃
が
新
浄
瑠
璃
の
出
る
前
に
活
躍
し
た
の

は
歌
舞
伎
芝
居
の
影
響
も
あ
る
が
一
面
浄
瑠
璃
の
世
界
に
怪
力

の
要
素
が
行
は
れ
て
ゐ
た
事
は
あ
ら
そ
は
れ
ぬ
。
昔
の
人
は
い

つ
ま
で
た
つ
て
も
子
供
の
頃
の
見
聞
を
繰
り
返
し
て
楽
し
む
故

に
話
が
大
体
に
変
化
せ
ず
、
局
部
的
に
変
化
し
て
大
人
の
要
求

に
従
つ
て
ゐ
る
。
今
と
昔
と
こ
と
な
る
話
。
見
る
も
の
が
少
な

か
つ
た
故
で
あ
ら
う
。

だ
か
ら
自
然
と
物
語
の
根
幹
は
か
は
ら
な
い
で
も
部
分
的
変
化

は
は
な
は
だ
し
く
、
誇
張
に
な
つ
て
来
る
。

怪
力
の
物
語
は
一
方
、
妖
怪
物
と
一
つ
の
筋
を
引
い
て
ゐ
る
。

つ
ま
り
本
当
の
鬼
だ
と
か
い
ふ
や
う
な
も
の
、
御
伽
草
紙
の
世

界
で
は
妖
怪
を
お
に
と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
割
合
、
こ
は
く
な
い
。

割
に
善
良
な
も
の
。
こ
は
い
所
の
出
る
の
は
聞
き
手
、
語
り
手

の
欲
求
で
、
誇
張
し
た
と
こ
ろ
。
人
間
か
お
に
か
わ
か
ら
ぬ
と

こ
ろ
に
。
そ
れ
は
巨
人
の
怪
力
も
の
だ
が
一
方
小
精
霊
の
物
語

あ
り
。
そ
れ
を
、
鳥
獣
物
語
と
い
ふ
て
お
く
。
人
間
よ
り
小
さ

な
も
の
に
不
思
議
な
力
あ
る
も
の
を
考
へ
、
も
一
つ
進
む
と
、

器
物
の
精
霊
の
物
語
に
な
る
。

大
抵
御
伽
草
紙
で
は
、
人
間
と
同
じ
感
情
を
鳥
獣
器
物
に
与
へ

て
ゐ
る
。
だ
が
、
よ
く
見
て
行
く
と
、
鳥
獣
物
と
名
付
く
べ
き

も
の
は
単
な
る
擬
人
の
物
語
で
な
く
、
そ
こ
に
一
種
の
小
精
霊

の
物
語
で
あ
つ
た
痕
跡
を
残
し
て
ゐ
る
。
小
さ
な
、
人
間
と
違

ふ
も
の
ゝ
不
思
議
な
力
を
も
つ
た
仲
間
の
物
語
で
、
こ
の
間
に

人
間
が
入
ら
ぬ
。
が
後
に
な
る
と
人
間
が
入
つ
て
行
く
。
鵜
鷺

合
戦
物
語
等
、
え
ぽ
つ
く
を
作
つ
た
も
の
で
あ
る
が
江
戸
に
伝

つ
て
黄
表
紙
に
入
つ
て
非
常
に
発
達
す
る
。
精
霊
同
志
の
世
界

を
人
間
が
う
か
ゞ
つ
て
ゐ
る
や
う
な
話
。
前
か
ら
物
語
絵
に
は

平
安
末
よ
り
あ
り
。
鳥
羽
僧
正
の
百
鬼
夜
行
の
絵
巻
物
。
鳥
羽

僧
正
（
覚
猷
）
の
書
い
た
絵
巻
物
に
は
こ
ん
な
も
の
が
多
い
。
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だ
か
ら
皆
彼
の
作
と
し
て
来
た
。
さ
う
い
ふ
と
こ
ろ
か
ら
筋
を

引
い
て
ゐ
る
。
室
町
に
な
る
と
動
物
の
話
に
し
な
く
て
も
よ
い

事
を
動
物
で
あ
ら
は
し
て
来
る
。
人
間
世
界
の
事
を
一
種
卑
怯

な
態
度
で
何
で
そ
れ
が
出
た
か
、
こ
の
当
時
の
社
会
相
の
み
で

考
へ
て
は
い
け
な
い
。
歴
史
的
に
出
て
来
る
意
味
が
あ
る
。
こ

の
、
動
物
同
志
の
間
の
話
と
同
じ
も
の
に
器
物
の
精
霊
の
話
が

あ
る
。
道
具
が
古
く
な
る
と
何
で
も
化
け
る
。
西
鶴
の
諸
国
咄

に
は
道
具
の
化
け
た
話
沢
山
あ
る
。
こ
れ
の
方
が
古
い
鳥
獣
物

語
を
お
し
す
ゝ
め
る
力
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は

れ
る
。

そ
の
中
で
一
番
名
高
い
の
は
付
喪
神
。
草
子
自
身
に
は
じ
め
て

つ
け
た
名
で
な
く
、
古
く
な
つ
た
も
の
が
こ
は
い
と
い
ふ
故
に

つ
け
た
の
で
あ
る
。

も
ゝ
と
せ
に
一
年
た
ら
ぬ
つ
く
も
が
み
、
わ
れ
を
か
ふ
ら

し
お
も
か
げ
に
見
ゆ

こ
の
頃
に
は
恐
れ
は
な
か
つ
た
か
。
こ
れ
か
ら
引
出
し
て
古
い

も
の
に
対
す
る
一
種
の
怖
れ
。
付
喪
神
が
あ
つ
た
の
で
な
く
、

古
器
物
類
が
精
神
を
生
じ
来
て
、
わ
ざ
を
す
る
。

付
喪
神
も
御
伽
草
子
の
中
へ
入
れ
て
よ
い
。
こ
の
系
統
の
も
の

も
人
間
と
交
渉
の
あ
る
の
と
化
物
の
み
が
や
つ
て
ゐ
る
の
も
あ

る
。
後
者
の
方
が
古
い
。
分
福
茶
釜
の
茶
話
が
こ
の
後
ま
で
残

つ
た
も
の
。

妬
心
物
語	

（
十
一
月
十
五
日
）

妬
心
物
語
。
多
く
怪
談
的
結
末
を
と
る
。

妬
心
物
語
は
江
戸
に
な
る
と
材
料
が
あ
り
す
ぎ
て
ど
れ
か
の
物

語
だ
と
あ
げ
に
く
い
。
一
つ
あ
げ
た
ゞ
け
で
は
あ
ま
り
部
分
的

と
な
る
故
に
概
念
的
に
い
ふ
外
な
い
。

江
戸
の
物
語
は
一
の
特
色
あ
り
。
円
満
な
結
果
に
な
ら
ず
、
大

抵
悪
い
結
果
に
陥
つ
て
ゐ
る
。
残
虐
な
る
事
が
起
こ
り
、
家
が

壊
れ
、
多
く
は
、
江
戸
式
の
怪
談
と
な
る
。

江
戸
の
妬
心
物　
　

嫉
妬
は
江
戸
の
文
学
の
は
じ
め
か
ら
の
題

材
で
、
こ
と
に
近
松
の
浄
瑠
璃
に
嫉
妬
を
題
材
と
し
た
も
の
が

多
い
。『
弘こ

徽き

殿で
ん

嫐う
は
な
り
う
ち

打
』、『
花
山
院
鵜う

の

羽は
の

産う
ぶ

家や

』
の
別
名
、
そ

の
他
彼
の
初
期
の
も
の
に
は
、嫉
妬
を
主
題
と
し
た
も
の
多
く
、

そ
の
他
嫉
妬
を
入
れ
た
も
の
多
し
。
嫐
は
国
字
で
あ
る
。
近
松

の
嫉
妬
は
特
殊
で
あ
る
。
嫉
妬
し
た
為
に
非
常
な
事
件
が
お
こ

る
。『
笹
の
権
三
重か

さ
ね
か
た
び
ら

帷
子
』
等
を
見
て
も
、
法
界
悋
気
の
為
に

非
常
な
事
で
あ
る
。『
大
経
師
昔
暦
』、
お
さ
ん
茂
兵
衛
の
話
に
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な
る
と
や
は
り
お
さ
ん
が
亭
主
以
春
に
対
す
る
嫉
妬
、
嫉
妬
に

二
通
り
あ
る
。
亭
主
以
春
が
、
何
で
も
こ
ろ
が
す
奴
、
は
し
ま

め
男
を
お
さ
ん
が
懲
ら
し
め
た
い
と
思
ふ
。
一
方
茂
兵
衛
は
相

当
な
男
ぶ
り
で
あ
り
な
が
ら
、
色
ご
と
を
知
ら
ぬ
奴
。
お
さ
ん

が
お
玉
の
部
屋
に
寝
て
ゐ
た
と
こ
ろ
へ
茂
兵
衛
が
来
て
、
間
違

つ
た
。
近
松
、
嫉
妬
の
題
材
の
用
ゐ
方
が
う
ま
い
。
当
時
の
女

方
の
役
者
を
生
か
し
た
経
験
か
ら
で
あ
る
。
都
万
太
夫
座
に
関

係
し
て
ゐ
た
関
係
か
ら
、
人
形
の
世
界
に
入
つ
て
も
女
形
を
働

か
せ
る
為
に
、
し
つ
か
り
し
た
女
房
を
書
く
。
こ
れ
が
ヒ
ス
テ

リ
ツ
ク
に
気
が
強
い
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
近
松
は
嫉
妬
の
扱
ひ

う
ま
い
。

江
戸
に
は
う
ん
と
あ
る
。
が
、
結
局
は
怪
談
に
落
ち
込
む
。
こ

の
嫉
妬
は
江
戸
に
独
自
に
発
達
し
た
か
。

妬
心
物
の
発
達　
　

妬
心
物
は
古
く
よ
り
種
が
あ
る
。
そ
の
中

心
に
な
つ
て
ゐ
る
の
が
室
町
の
小
説
全
体
に
わ
た
つ
て
多
い
。

一
体
嫉
妬
と
い
ふ
事
は
ど
ん
な
事
か
と
云
ふ
と
、
男
を
愛
す
る

か
ら
だ
と
云
は
れ
て
ゐ
る
が
、
常
識
に
す
ぎ
な
い
が
、
昔
よ
り

さ
う
い
ふ
風
に
考
へ
て
ゐ
る
。
偉
い
人
ほ
ど
日
本
人
で
は
妬
み

妻
を
有
つ
て
ゐ
る
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
歴
史
の
上
で
妬
み
妻
は

大
切
に
あ
つ
か
は
れ
て
ゐ
る
。
古
事
記
の
須
世
理
比
売
よ
り
の

妬
み
妻
、
仁
徳
記
を
見
る
と
、
妬
み
妻
の
話
が
大
部
分
。
仁
徳

色
好
み
で
、
沢
山
の
女
を
征
服
す
る
力
を
も
つ
て
ゐ
る
人
が
偉

い
。
女
に
思
は
れ
る
と
い
ふ
の
は
平
安
朝
以
後
の
事
。
女
を
征

服
す
る
人
間
的
、
宗
教
的
の
力
を
持
つ
て
ゐ
る
人
が
よ
い
。
す

る
と
嫡ム

カ
ヒ
メ妻

は
第
一
の
地
位
に
ゐ
る
故
に
そ
れ
に
対
し
て
嫉
妬
す

る
。
奥
さ
ん
は
一
群
に
な
つ
て
来
る
。
日
本
の
大
昔
は
七
人
ほ

ど
来
る
。
そ
の
団
体
間
で
は
嫉
妬
し
な
い
。
平
気
で
年
が
行
く

と
譲
る
。と
こ
ろ
が
他
の
も
の
に
手
を
出
さ
れ
る
と
嫉
妬
す
る
。

一
種
の
勢
力
争
ひ
だ
け
で
な
く
、
神
秘
な
意
味
が
あ
る
。

宮
廷
の
勢
力
の
あ
る
女
は
宮
廷
の
宗
教
の
中
心
。
他
の
宗
教
を

持
つ
女
が
入
つ
て
来
る
と
困
る
の
で
、
嫉
妬
す
る
。
後
に
心
理

的
の
争
ひ
と
な
る
。
は
じ
め
は
宗
教
的
勢
力
の
争
ひ
。
と
こ
ろ

が
日
本
の
歴
史
で
妬
み
妻
の
歴
史
で
一
番
美
し
い
の
は
仁
徳
の

磐
姫
で
あ
る
。
こ
れ
前
に
は
理
由
が
あ
つ
た
。
磐
姫
は
非
常
な

嫉
妬
家
で
天
皇
を
非
常
に
苦
し
め
た
。
終
ひ
に
、
禊
に
用
ゐ
る

御
綱
柏
を
熊
野
へ
と
り
に
行
つ
て
ゐ
る
間
に
、
女
を
引
入
れ
ら

れ
た
。
立
腹
し
て
持
つ
て
来
た
も
の
を
川
へ
捨
て
ゝ
山
城
の
筒

城
の
宮
へ
行
つ
て
帰
ら
ず
。
す
る
と
天
子
の
持
つ
て
ゐ
た
呪
力

が
な
く
な
る
の
で
、
天
子
も
取
り
戻
さ
う
と
な
さ
る
。
そ
の
間

に
歌
が
入
つ
て
ゐ
て
綺
麗
に
し
て
あ
る
。
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嫉
妬
を
さ
う
醜
い
と
し
な
い
宗
教
上
の
勢
力
争
ひ
、
少
し
変
は

る
と
、妬
み
妻
を
持
つ
て
ゐ
る
人
は
沢
山
の
女
を
征
服
し
、国
々

を
自
分
に
集
め
て
ゐ
る
偉
い
人
と
考
へ
ら
れ
、
更
に
人
に
好
か

れ
る
人
故
に
妬
み
妻
を
持
つ
。
故
に
偉
い
人
だ
と
い
ふ
。

平
安
朝
に
な
つ
て
は
、
ま
た
嫉
妬
あ
り
。
宗
教
上
の
嫉
妬
と
実

生
活
の
嫉
妬
と
は
違
ふ
。
作
物
の
上
に
表
は
れ
る
の
は
嫉
妬
の

理
想
化
せ
ら
れ
た
も
の
。
妬
心
の
物
語
は
時
代
の
色
彩
、
平
安

朝
な
ら
平
安
式
の
色
合
ひ
を
持
つ
て
来
る
。
そ
こ
に
意
味
が
あ

る
。
例
へ
ば
、
村
上
帝
の
安
子
中
宮
は
非
常
に
嫉
妬
深
い
人
で

あ
る
。
宣
耀
殿
の
女
御

―
髪
の
長
い
美
し
い
人
で
あ
り
、
帝

の
寵
愛
を
う
け
た

―
為
に
安
子
と
宣
耀
殿
と
嫉
妬
し
た
話
。

そ
ん
な
の
も
実
際
の
事
で
な
く
、
昔
の
妬
心
の
物
語
に
そ
ん
な

も
の
が
出
た
。日
本
の
妬
心
の
物
語
は
更
に
上
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

女
の
妬
み
は
人
を
そ
ば
へ
寄
せ
付
け
な
い
。
い
や
だ
、
と
い
ふ

事
で
あ
る
。
嫌
が
つ
て
近
寄
せ
ま
い
と
す
る
動
作
で
あ
る
。
こ

の
妬
む
と
い
ふ
事
は
、
実
は
妬
み
の
神
が
あ
る
。
妬
み
と
い
ふ

事
を
黄
泉
の
国
よ
り
も
つ
て
来
た
神
で
出
雲
人
の
伝
承
で
は
、

そ
れ
を
須
世
理
比
売
と
い
ふ
神
に
し
て
ゐ
る
。
す
せ
る
と
い
ふ

こ
と
ば
は
、
後
の
火ほ

の
す須

㔟せ

理り
の

命み
こ

（
邇に

に邇
芸ぎ

の

命み
こ

の
子
の
三
人
の
兄

弟
の
一
人
）、
火ほ

遠を
り
の理

命み
こ

が
そ
の
弟
の
。
火ほ

の
す須

㔟せ

理り

は
火
の
い

ぶ
つ
て
ゐ
る
時
に
生
れ
た
神
。
す
せ
る
は
燻い

ぶ

る
と
い
ふ
事
。
須

世
理
比
売
も
燻
し
姫
と
い
ふ
事
。
こ
の
系
統
の
こ
と
ば
は
皆
嫉

妬
に
な
る
、
焼
く
、
燻
す
。

平
安
朝
に
は
ふ
す
ぶ
と
い
ふ
。
く
す
べ
る
事
で
あ
る
。
何
の
為

に
そ
ん
な
意
味
に
す
る
か
。
昔
の
人
か
ら
、
す
せ
る
は
、
燻
す
、

焼
く
と
云
ふ
事
。
正
確
に
何
故
に
嫉
妬
の
意
味
に
な
る
か
私
は

知
ら
ぬ
。

須
世
理
比
売
は
黄
泉
の
国
よ
り
大
国
主
が
持
つ
て
来
た
姫
。
磐

姫
以
前
は
こ
の
人
で
、
こ
の
人
に
つ
い
て
の
嫉
妬
の
物
語
は
ず

つ
と
つ
ゞ
い
て
ゐ
る
。
男
女
関
係
で
は
、
大
国
主
、
仁
徳
同
じ

感
じ
す
る
。
木
花
咲
耶
姫
の
姉
は
、
磐
長
姫
、
嫉
妬
の
呪の

ろ

ひ
の

神
で
あ
る
。
天
子
の
御
子
孫
の
寿
を
短
く
し
た
人
で
あ
る
。
嫉

妬
に
呪の

ろ

ひ
が
付
い
て
ゐ
る
。
日
本
の
信
仰
に
は
次
第
に
嫉
妬
の

神
が
増
し
て
来
る
。
路
傍
の
神
は
、
皆
、
嫉
妬
の
神
を
利
用
し

て
ゐ
る
。

橋
姫
の
信
仰　
　

こ
と
に
、
他
国
も
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
一
つ

は
女
の
嫉
妬
心
を
利
用
し
て
、
女
を
道
端
に
祭
る
。
平
安
朝
に

な
る
と
は
つ
き
り
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
橋
姫
と
い
ふ
。
女
を
道

端
へ
祭
る
。
か
ゝ
る
姫
を
橋
姫
と
い
ふ
。
橋
の
た
も
と
の
辻
君

と
後
に
考
へ
て
ゐ
る
が
、
こ
ち
ら
側
か
ら
、
向
ふ
側
へ
橋
姫
を
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据
ゑ
て
お
い
て
人
が
渡
ら
ぬ
や
う
に
す
る
。
国
を
防
ぎ
、
守
る

為
に
女
の
強
い
霊
魂
を
持
つ
て
く
ひ
と
め
て
貰
ふ
。

橋
姫
は
諸
処
に
あ
れ
ど
宇
治
の
橋
姫
（
宇
治
の
南
岸
）、
伊
勢

内
宮
の
た
も
と
に
橋
姫
が
あ
つ
た
。
何
か
橋
に
は
一
種
、
不
思

議
な
信
仰
あ
り
。
京
の
一
条
戻
り
橋
は
清
明
の
妻
で
そ
こ
で
死

ん
だ
の
を
ま
つ
ゝ
た
と
。
有
名
な
の
は
宇
治
橋
姫
。
住
吉
明
神

の
妻
で
、
嫉
妬
深
い
。

嫉
妬
深
い
の
は
、
違
つ
た
信
仰
の
あ
る
国
か
ら
入
る
も
の
を
追

ひ
退
け
て
入
れ
ぬ
神
あ
り
。
そ
の
神
が
女
に
な
り
、
そ
の
人
が

妬
み
深
い
の
で
、
そ
こ
に
お
い
て
あ
つ
た
と
考
へ
る
。
ま
た
仮

説
だ
が
、
橋
姫
物
語
と
云
ふ
の
が
室
町
に
あ
り
、『
太
平
記
』

に
も
あ
る
。
橋
姫
の
信
仰
を
宣
伝
し
て
歩
い
た
宗
教
家
が
あ
つ

た
の
で
な
い
か
。
類
型
の
話
が
諸
国
に
散
ら
ば
つ
て
ゐ
る
。
そ

れ
で
、
こ
の
妬
心
の
物
語
は
本
当
の
と
こ
ろ
は
人
間
の
妬
み
の

物
語
で
な
く
、
神
が
人
間
、
違
つ
た
信
仰
を
持
つ
て
ゐ
る
人
を

近
づ
け
な
い
話
を
し
て
ゐ
た
の
が
女
で
あ
る
。
神
の
妻
の
女
で

あ
る
。更
に
人
間
で
神
に
仕
へ
て
ゐ
た
女
等
と
い
ふ
話
に
な
り
、

一
転
化
し
て
本
当
の
人
の
妬
み
の
話
に
な
る
。

嫐
討
ち　
　

丁
度
室
町
よ
り
起
つ
て
来
た
事
で
、
例
へ
ば
種
彦

の
『
還ス

キ

魂カ

ヘ

シ
紙
料
』
に
は
嫐

ウ
ハ
ナ
リ

討ウ

ち
の
絵
が
引
い
て
ゐ
る
。
嫐
は

室
町
に
盛
ん
に
行
は
れ
た
。
こ
れ
は
伝
説
か
も
し
れ
ぬ
が
、
信

じ
て
申
し
た
い
。
女
で
一
軒
の
家
の
住
む
女
で
は
問
題
な
く
、

あ
ち
こ
ち
に
住
ん
で
ゐ
る
女
の
と
こ
ろ
を
亭
主
が
歩
く
。
奥
方

は
一
党
を
引
き
連
れ
て
、
新
し
い
女
の
と
こ
ろ
へ
あ
ば
れ
込

む
。
日
常
の
道
具
を
持
つ
て
彼
等
の
女
を
ひ
ど
い
目
に
合
せ
て

来
る
。
嫐
が
出
来
た
時
に
嫐
を
討
ち
に
行
く
の
で
る
。

そ
の
後
に
歌
舞
伎
十
八
番
に
う
は
な
り
と
い
ふ
狂
言
の
名
が
伝

は
る
。

そ
の
後
、嫉
妬
と
い
ふ
事
に
な
る
。
後
に
出
来
た
妾メ

カ
ケと

い
ふ
事
。

古
く
は
後
妻
と
い
ふ
事
で
あ
る
が
、
本
当
の
後
妻
で
な
く
、
こ

な
み
に
対
し
て
あ
る
つ
ま
で
同
時
に
あ
る
つ
ま
、
妾
で
あ
る
。

う
は
な
り
に
対
し
て
本
妻
が
嫉
妬
す
る
事
か
ら
般
若
の
面
を
う

は
な
り
と
い
ふ
。
妾
の
方
を
云
は
ず
に
、
嫉
妬
す
る
奥
方
の
方

の
面
の
事
で
あ
る
。
歌
舞
伎
十
八
番
は
本
当
に
あ
つ
た
の
で
な

く
、
後
に
忘
れ
た
の
を
新
作
し
た
の
で
あ
る
。
十
八
番
と
も
完

全
に
残
つ
た
も
の
は
な
い
。
部
分
的
に
残
つ
た
も
の
を
か
う
も

あ
ら
う
か
と
作
つ
た
。

女
敵
討
ち　
　

う
は
な
り
う
ち
に
伴
ふ
て
室
町
よ
り
、
女メ

敵カ
タ
キ
ウ討

ち
が
起
つ
て
来
る
。小
説
に
う
は
な
り
う
ち
は
出
て
来
な
い
が
、

女
敵
討
ち
は
出
て
来
る
。
江
戸
に
な
る
と
。
女
を
寝
取
つ
た
男
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が
女
敵
で
、
そ
の
男
を
辱
を
そ
ゝ
ぎ
に
討
ち
に
行
く
。
世
で
は

馬
鹿
に
し
て
ゐ
な
が
ら
出
て
ゐ
る
。
西
鶴
等
は
、
女
敵
討
ち
を

馬
鹿
に
し
て
書
い
て
ゐ
る
。
狐
を
打
つ
た
話
。
武
士
の
間
で
も

女
敵
討
ち
を
馬
鹿
に
し
て
ゐ
る
が
、
士
仲
間
で
は
女
敵
討
ち
を

考
へ
た
も
の
で
あ
る
。
武
士
道
と
士
道
と
違
ふ
も
の
で
武
士
道

等
い
ふ
も
の
は
つ
ま
ら
ぬ
も
の
。
儒
教
的
に
純
化
さ
れ
た
士
道

の
前
の
武
士
の
感
情
道
徳
で
は
女
敵
認
め
ら
れ
る
。

室
町
の
妬
心
物
語
は
発
心
物
語
の
前
提　
　

室
町
の
妬
心
物
語

は
発
心
物
語
の
前
提
に
な
つ
て
ゐ
る
。
苅
萱
の
物
語
等
を
見
て

も
、
一
番
最
初
は
奥
方
と
妾
の
争
ひ
を
見
て
、
発
心
す
る
事
に

な
つ
て
ゐ
る
。
障
子
に
う
つ
ゝ
た
姿
を
見
る
と
、
女
の
髪
の
毛

が
蛇
に
見
え
た
と
い
ふ
。
そ
れ
を
見
て
発
心
し
た
。

こ
れ
は
女
の
方
で
も
発
心
の
最
初
は
嫉
妬
か
ら
比
丘
尼
に
な
つ

た
と
い
ふ
。
比
丘
尼
の
物
語
に
は
妬
心
物
語
が
大
抵
つ
い
て
ゐ

る
。
室
町
で
は
妬
心
物
語
は
一
つ
の
添
へ
も
の
ゝ
や
う
な
形
に

な
つ
て
ゐ
る
が
、
実
は
根
強
い
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
お
伽
の

小
説
「
御
伽
草
子
」
に
継ま

ゝ

子こ

継ま
ゝ

母は
ゝ

の
物
語
の
裏
に
は
妬
心
が
働

く
。
こ
れ
を
整
理
し
て
、
不
自
然
な
母
と
子
の
間
に
妬
心
が
出

て
ゐ
る
と
見
て
ゐ
る
が
、
そ
の
も
と
は
母
の
間
の
妬
心
、
室
町

で
は
嫉
妬
を
文
学
の
題
材
と
し
う
る
人
は
な
か
つ
た
。
江
戸
に

な
つ
て
す
ぐ
れ
た
作
家
が
出
て
は
じ
め
て
文
学
の
題
材
と
な

る
。

妬
心
物
で
、
大
切
な
の
は
男
、
女
の
嫉
妬
あ
り
。
男
の
嫉
妬
が

江
戸
に
ま
た
が
つ
て
い
ろ
ん
な
物
語
に
な
る
。
女
の
は
断
片
的

に
出
る
だ
け
。
妬
心
物
語
は
い
か
に
し
て
行
は
れ
た
か
と
い
ふ

と
、
念
仏
比
丘
尼
の
手
を
く
ゞ
つ
た
と
見
え
て
一
種
の
教
訓
の

物
語
に
な
つ
て
ゐ
る
。
妬
心
を
賛
美
せ
ず
に
来
世
で
苦
し
ん
で

ゐ
る
と
い
ふ
教
訓
に
な
つ
て
ゐ
る
。
江
戸
に
伝
つ
て
、因
果
物
。

江
戸
の
御
伽
、
怪
談
は
陰
惨
に
な
る
。
歌
舞
伎
芝
居
で
は
嫉
妬

は
残
忍
、
陰
惨
な
形
に
ぴ
つ
た
り
は
ま
る
。

嫐
討
ち
と
異
類
物　
　

嫐
討
ち
の
期
間
は
、
鳥
獣
の
物
語
、
道

具
の
戦
争
抔
の
非
情
の
も
の
が
争
ふ
た
り
恋
愛
す
る
話
と
形
が

同
じ
だ
と
思
ふ
。
猿
、
蟹
、
道
具
等
の
喧
嘩
、
恋
等
の
話
が
、

嫐
討
ち
に
非
常
に
影
響
し
て
ゐ
る
。
嫐
討
ち
の
絵
を
見
る
と
皆

台
所
道
具
を
持
ち
出
し
て
ゐ
る
。

こ
の
も
と
は
道
具
同
士
の
喧
嘩
と
同
じ
事
。
小
説
と
な
る
と
不

思
議
だ
が
、
絵
と
し
て
見
る
と
付ツ

ク

喪モ
ガ
ミ神

の
物
語
、
鳥
獣
の
物
語

と
同
じ
。
持
つ
て
ゐ
る
人
は
道
具
で
、
実
は
台
所
道
具
の
争
ひ

と
同
じ
系
統
の
も
の
だ
と
思
ふ
。
前
日
の
話
と
こ
ゝ
で
合
流
し

て
ゐ
る
。
そ
れ
で
私
は
嫐
討
ち
の
話
と
い
ふ
も
の
は
、
私
は
少
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し
信
じ
な
い
。
妬
心
物
語
と
鳥
獣
の
物
語
と
結
ん
で
ゐ
る
。

確
執
物
語	

（
十
一
月
二
十
九
日
）

御
伽
草
子
系
統
の
確
執
物
語
、
国
、
家
同
士
争
ふ
物
語
。
歴
史

的
に
争
ふ
原
因
あ
り
。ず
つ
と
争
ひ
つ
ゞ
け
て
ゐ
る
も
の
ゝ
話
。

確カ
ク
シ
ツ執

物
の
中
で
一
番
明
ら
か
に
目
に
つ
い
て
来
る
の
は
仇
討

ち
。
そ
の
一
つ
女
仇
討
の
話
を
妬
心
の
話
と
結
ん
で
お
い
た
。

仇
討　
　

仇
討
は
、
室
町
以
後
の
文
学
を
見
る
一
の
目
の
つ
け

ど
こ
ろ
。こ
れ
は
考
へ
方
に
よ
る
と
面
白
い
卒
論
の
材
と
な
る
。

平
出
鏗
二
郎
氏
が
『
敵
討
』
と
い
ふ
本
を
作
つ
て
ゐ
る
。
結
論

や
論
理
の
立
て
方
は
わ
れ
〳
〵
と
一
緒
に
歩
け
な
い
。
わ
れ

〳
〵
の
歩
き
方
は
勝
手
な
る
故
、
こ
れ
を
一
つ
読
ん
で
見
る
こ

と
を
勧
め
る
。

ど
う
も
論
文
の
題
を
見
て
上
手
な
人
と
下
手
の
人
と
あ
る
。
題

を
見
て
な
さ
け
な
い
な
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
卒
論
は
学
者
と
し

て
一
歩
踏
み
出
す
も
の
故
に
大
き
な
題
で
進
め
ら
る
題
で
な
い

と
い
け
ぬ
。
仇
討
を
あ
つ
か
つ
て
見
て
も
ど
う
し
て
仇
討
が
出

来
て
来
た
か
。
ど
う
変
化
し
て
来
た
か
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
女メ

仇カ
タ
キ
ウ
チ討

等
と
い
ふ
不
思
議
な
も
の
が
あ

る
。

仇
討
と
い
ふ
も
の
は
日
本
の
士
道
と
い
ふ
も
の
ゝ
、
そ
の
前
の

武
士
道
と
別
で
武
士
道
以
来
の
も
の
。
士
道
で
純
化
し
て
合
理

的
倫
理
的
に
し
た
。
だ
か
ら
も
と
の
仇
討
で
は
不
純
な
も
の
あ

る
。
女
仇
討
の
如
き
変
な
も
の
あ
り
。

か
た
き
う
ち
は
、
自
分
の
い
ゝ
相
手
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
何
も

仇
敵
の
意
味
で
な
く
相
手
、
手
頃
の
相
手
と
い
ふ
事
。
対
等
の

も
の
を
う
ち
あ
ふ
事
が
仇
討
と
い
ふ
事
ら
し
い
。
仇
の
方
が
仇

討
よ
り
古
い
。
仇
討
に
似
た
も
の
は
沢
山
あ
る
。
親
が
殺
さ
れ

て
国
を
取
ら
れ
た
の
で
国
を
回
復
し
た
。
安
康
天
皇
が
眉マ

ヨ

輪ワ

王ミ
コ

に
殺
さ
れ
た
話
。
こ
れ
は
『
秋
道
』
の
話
と
似
て
ゐ
る
。
安
康

天
皇
は
眉
輪
王
の
父
の
妻
を
と
つ
て
枕
し
て
寝
て
ゐ
る
。
そ
れ

を
王
が
殺
し
た
。
そ
れ
か
ら
雄
略
天
皇
が
す
べ
て
の
も
の
を
征

服
す
る
。
雄
略
は
市イ

チ
ノ
ベ
オ
シ

辺
押
歯ハ

王ミ
コ

（
い
ち
の
べ
に
ゐ
た
大
き
い
歯

の
王
）
の
息
が
顕
宗
・
仁
賢
帝
。
雄
略
に
父
が
殺
さ
れ
た
。
流

浪
中
、
播
磨
よ
り
見
出
さ
れ
て
清
寧
帝
の
時
に
迎
へ
ら
れ
、
天

位
に
就
く
。
即
位
後
、
父
の
墓
を
見
つ
け
る
と
淡
海
置
目
と
い

ふ
婆
が
墓
を
知
つ
て
ゐ
た
。（
お
き
め
は
暗
示
を
得
る
人
と
い

ふ
事
）
何
か
暗
示
で
そ
の
人
の
骨
が
あ
る
と
い
ふ
た
の
で
あ
ら

う
。
普
通
は
見
て
お
い
た
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
歯
を
見
つ
け
た

の
で
あ
ら
う
。
後
、
雄
略
帝
の
墓
を
顕
宗
帝
が
掘
ら
ん
と
し
た

の
を
仁
賢
が
止
め
た
。
古
く
か
ら
仇
討
風
な
考
へ
は
い
く
ら
で
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も
あ
る
。
が
、
も
つ
と
さ
き
は
国
が
取
ら
れ
た
か
ら
、
又
は
宝

物
が
取
ら
れ
た
か
ら
、
こ
れ
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
を
亡
ぼ
し
て

と
り
か
へ
す
事
に
な
る
。
考
へ
が
変
は
る
と
取
ら
れ
た
も
の
を

と
り
か
へ
す
の
は
第
二
に
な
つ
て
ま
づ
あ
だ
を
報
い
る
事
に
な

る
。
だ
か
ら
昔
の
こ
と
ば
で
は
正
式
に
仇
討
を
表
は
す
こ
と
ば

が
な
い
。

あ
だ
・
か
た
き　
　

仇
、
あ
だ
は
い
ゝ
相
手
と
い
ふ
事
。
君
子

の
奴
隷
は
仇
と
通
じ
て
ゐ
る
。配
偶
者
の
意
味
に
用
ゐ
て
ゐ
る
。

む
こ
は
仇
と
い
ふ
事
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。
娘
の
配
偶
者
を
、

手
頃
の
あ
だ
、
か
た
き
に
用
ゐ
て
ゐ
る
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、

あ
だ
・
か
た
き
は
相
手
と
い
ふ
事
に
す
ぎ
な
い
。
古
い
と
こ
ろ

に
は
後
世
の
仇
と
い
ふ
事
を
あ
ら
は
す
語
な
し
。
そ
れ
は
第
一

に
財
産
関
係
が
大
切
。
そ
れ
を
と
る
為
に
人
を
殺
す
。
後
に
財

産
を
離
れ
て
と
に
か
く
そ
れ
を
殺
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
つ

ま
り
社
会
的
名
誉
を
考
へ
る
や
う
に
な
る
。
こ
れ
は
武
家
の
発

達
し
て
後
の
こ
と
。
武
士
道
と
士
道
と
は
違
ふ
。
武
士
道
で
困

る
か
ら
士
道
と
い
ふ
学
問
的
に
純
化
し
た
も
の
を
作
る
。
武
士

道
と
、
そ
の
後
も
い
ふ
士
道
と
、
ご
ろ
つ
き
道
徳
と
紙
一
枚
の

差
も
な
い
。

支
那
の
多
少
の
影
響
が
あ
ら
う
。
支
那
の
戦
国
時
代
の
刺
客
伝

等
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
そ
ん
な
刺
戟
が
あ
る

に
違
ひ
な
い
が
、
粗
野
な
田
舎
の
武
家
の
生
活
の
家
に
、
た
ゞ

恨
み
を
か
へ
す
事
が
一
つ
の
昔
の
仇
討
か
ら
遊
離
し
て
ま
だ
相

手
の
生
命
を
奪
は
ね
ば
気
が
す
ま
ぬ
。
傷
は
ね
ば
気
が
す
ま
ぬ

名
誉
慾
出
づ
。
武
士
の
間
の
習
慣
は
平
安
朝
ま
で
冷
淡
で
記
録

が
残
つ
て
ゐ
な
い
。
き
つ
と
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
風
土
記
に

は
切
腹
が
出
て
ゐ
る
。
近
江
国
の
花ハ

ナ
ナ
ミ浪

の
神
は
立
腹
し
て
切
腹

し
て
ゐ
る
。
伊
邪
那
美
の
神
で
あ
ら
う
。
江
戸
時
代
に
近
松
が

『
長

ナ
ガ
マ
チ
オ
ン
ナ
ノ

町
女
腹ハ

ラ
キ
リ切

』
を
書
い
て
め
づ
ら
し
が
つ
て
ゐ
る
。

曽
我
物
語
の
説　
　

そ
ん
な
気
持
、
昔
よ
り
あ
つ
た
の
が
記
録

が
な
い
の
だ
。
文
学
に
具
体
的
に
表
は
れ
た
の
が
、『
曽
我
物

語
』。
関
東
の
武
家
の
生
活
が
自
然
に
『
曽
我
物
語
』
を
生
み

出
し
た
。『
曽
我
物
語
』
は
熊
野
の
比
丘
尼
、
盲
僧
が
宗
教
芸

能
を
持
つ
て
廻
つ
た
の
が
、
そ
の
一
つ
の
関
東
の
分
れ
の
本
山

の
箱
根
、
熊
野
の
宗
教
は
物
語
の
芸
能
あ
り
。
箱
根
も
こ
れ
が

出
来
る
。『
曽
我
物
語
』
は
、
箱
根
を
見
ね
ば
云
へ
な
い
。『
曽

我
物
語
』
は
ど
こ
ま
で
事
実
か
。『
東
鑑
』
の
曽
我
の
記
事
は

非
常
に
怪
し
い
。
私
は
ど
う
も
『
曽
我
物
語
』
は
事
実
あ
つ
た

か
、『
曽
我
物
語
』
に
あ
る
程
で
も
『
東
鑑
』
に
ま
こ
と
し
や

か
に
あ
る
ほ
ど
で
な
く
、宗
教
文
学
的
の
色
彩
が
入
つ
て
ゐ
る
。
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仇
討
の
形
が
代
は
り
、
国
家
を
と
り
か
へ
す
為
の
運
動
で
も
何

で
も
な
い
。
何
の
為
に
や
つ
て
ゐ
る
の
か
わ
か
ら
ん
。
結
局
北

条
に
お
だ
て
ら
れ
て
や
つ
た
の
か
と
思
は
れ
る
。
歴
史
家
風
に

見
る
と
、
工
藤
を
滅
ぼ
す
為
に
そ
ゝ
の
か
し
た
と
い
ふ
。
し
か

し
こ
の
説
明
は
い
け
ぬ
。
曽
我
は
名
誉
回
復
の
為
、『
曽
我
物

語
』
を
見
る
と
も
つ
と
純
粋
。
子
供
の
頃
か
ら
残
念
で
た
ま
ら

ぬ
。
母
は
京
の
遊
女
で
、
京
で
子
を
産
み
、
河
津
の
子
を
産

み
、
後
に
ま
た
善
住
坊
を
産
む
。
近
松
そ
の
他
は
同
情
が
深
い

の
で
、
京
の
小
次
郎
善
住
坊
等
が
曽
我
を
助
け
る
事
に
し
て
ゐ

る
。
満マ

ン
カ
ウ江

を
不
愉
快
に
見
る
の
は
後
世
風
な
見
方
。

曽
我
の
か
ゝ
り
う
ど
に
な
つ
て
ゐ
る
面
ば
れ
の
為
に
仇
討
を
す

る
と
い
ふ
風
に
解
釈
し
て
ゐ
る
。
割
に
純
粋
で
あ
る
。

さ
う
い
ふ
仇
討
と
い
ふ
も
の
は
新
し
い
仇
討
。
こ
の
仇
討
が
、

『
曽
我
物
語
』
を
通
し
て
の
仇
討
が
、
仇
討
物
の
テ
キ
ス
ト
に

な
る
。
だ
か
ら
大
抵
曽
我
に
似
せ
て
ゐ
る
。
曽
我
に
似
せ
て
来

る
が
一
方
不
純
な
も
の
あ
り
。
後
の
女
仇
に
残
る
が
、
女
で
な

し
に
男
同
士
の
恋
仇
、
ま
だ
妻
と
し
て
ゐ
ぬ
も
の
を
と
ら
れ
る

話
。
恋
仇
は
沢
山
あ
る
。
力
が
足
ら
な
い
と
思
ふ
て
満
足
し
た
。

壬
申
の
乱
の
起
原
た
る
額
田
王
の
話
は
嘘
。
そ
う
し
て
男
は
負

け
て
も
、
じ
つ
と
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
が
名
誉
を
考
へ
る
や
う
に

な
る
と
、
恋
仇
討
と
い
ふ
気
持
ち
が
出
て
来
る
。

源
氏
の
恋
仇　
　

恋
仇
は
平
安
朝
で
淡
白
で
、
ね
つ
く
出
て
ゐ

る
の
は
『
源
氏
物
語
』
の
み
。
柏
木
の
衛
門
督
が
死
ん
だ
の
は

源
氏
が
殺
し
た
の
で
あ
る
。
柏
木
が
自
分
の
一
番
後
の
若
い
北

の
方
女
三
宮
と
密
通
し
た
の
に
対
し
て
源
氏
が
恨
ん
で
ゐ
る
。

柏
木
は
悪
い
事
だ
と
思
ふ
て
ゐ
る
。
源
氏
は
悟
つ
て
ゐ
る
。
柏

木
に
う
ん
と
酒
を
飲
ま
せ
て
後
、病
ま
し
て
死
ぬ
。
妻
仇
討
は
、

源
氏
が
は
じ
め
。
ひ
ど
い
事
を
源
氏
は
平
穏
に
書
い
て
ゐ
る
。

女
三
宮
の
物
語
は
室
町
よ
り
江
戸
へ
か
け
て
影
響
あ
り
。

恋
仇
討
は
、
割
合
に
淡
い
物
。
女
の
と
こ
ろ
へ
競
争
し
て
通
つ

て
ゐ
る
。
女
が
固
定
す
る
と
手
を
引
く
。
だ
か
ら
恋
仇
の
感
じ

が
出
な
い
。
ど
う
も
財
産
問
題
か
ら
恋
仇
と
い
ふ
意
趣
を
構
へ

る
事
が
あ
る
の
だ
と
思
ふ
。
こ
れ
も
武
家
の
時
代
よ
り
は
つ
き

り
し
て
来
て
、
室
町
に
な
つ
て
は
つ
き
り
し
て
来
る
。

一
方
仇
討
の
方
は
『
曽
我
物
語
』
は
誰
で
も
頭
に
浮
か
ぶ
が
、

文
学
上
の
仇
は
こ
れ
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
皆
似
せ
て
ゐ
る
と

共
に
、
も
少
し
複
雑
に
不
純
に
な
つ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
恋
仇
を
討
つ
話
が
中
へ
割
り
込
ん
で
来
る
為
、
鳥
獣
物

語
は
大
抵
恋
争
ひ
を
動
機
と
し
て
ゐ
る
事
が
多
い
。
そ
の
中
で

有
力
な
の
は
草
木
太
平
記
等
い
ふ
も
の
。
一ヒ

ト
ム
ラ群

薄ス
ス
キと

梅
と
が
桜
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を
争
ふ
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
恋
仇
の
物
語
で
あ
る
。
か
う
い
ふ

系
統
が
ず
つ
と
あ
る
。こ
れ
が
江
戸
の
黄
表
紙
ま
で
来
て
ゐ
る
。

草
双
紙
、
黄
表
紙
に
何
故
仇
討
が
多
い
か
、
問
題
に
し
て
ゐ
な

い
が
、
事
実
仇
討
が
多
い
の
は
草
木
太
平
記
流
の
鳥
獣
物
に
は

仇
討
多
し
。
純
粋
の
仇
討
で
な
し
に
恋
仇
討
が
多
い
。
そ
れ
で

文
学
の
上
の
仇
討
が
複
雑
不
純
に
な
つ
て
来
る
。
室
町
時
分
の

仇
討
は
下
手
な
趣
向
を
立
て
る
。
そ
れ
は
本
当
に
趣
向
を
立
て

る
と
い
ふ
よ
り
昔
の
話
を
正
し
く
純
粋
に
記
憶
出
来
な
い
為
で

あ
る
。
頭
が
ふ
ら
〳
〵
す
る
と
似
た
も
の
が
よ
つ
て
来
て
、
書

い
て
ゐ
る
。

室
町
の
作
者　
　

室
町
の
小
説
は
昔
物
語
の
本
案
に
過
ぎ
な

い
。
そ
れ
が
進
ん
で
当
代
世
に
行
は
れ
て
ゐ
る
も
の
も
入
つ
て

来
る
。
脚
色
を
立
て
ゝ
結
ぶ
の
で
な
く
自
然
に
結
ん
で
来
る
。

本
筋
と
脇
筋
の
区
別
が
た
ゝ
な
い
。
筆
の
作
者
し
か
り
。
口
で

い
ふ
作
者
は
更
に
ひ
ど
い
。
違
つ
て
ゐ
て
も
、
違
つ
て
ゐ
な
い

と
思
ふ
。
記
憶
の
明
ら
か
な
能
力
が
な
い
為
に
非
常
に
複
雑
に

な
る
。
脚
色
を
複
雑
に
立
て
た
と
思
ふ
と
あ
や
ま
り
。
そ
の
中

に
自
ら
塩
梅
を
う
ま
く
す
る
人
が
出
て
来
る
。
そ
れ
か
ら
ご
く

統
一
な
し
に
話
す
も
の
も
出
て
、
物
語
は
発
達
す
。
こ
と
に
平

安
の
物
語
と
室
町
の
お
伽
草
子
と
違
ふ
の
は
平
安
の
は
脇
筋
を

加
へ
て
来
る
が
、
室
町
の
は
他
の
も
の
が
作
者
の
頭
に
入
つ
て

元
の
筋
だ
と
思
ふ
て
ゐ
る
中
に
他
の
も
の
が
入
る
。故
に
複
雑
。

単
純
な
事
は
何
も
云
へ
な
い
。
対
の
屋
姫
の
物
語
は
殆
ん
ど
中

将
姫
と
同
じ
。
作
者
の
頭
が
悪
く
て
あ
あ
な
つ
た
だ
け
。
例
へ

ば
室
町
の
男
色
も
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
中
心
が
あ
る
。
皆
の

好
ん
で
ゐ
る
中
心
へ
作
者
が
書
か
う
と
す
る
と
行
つ
て
了
ふ
。

稚
児
物
語
、
恋
物
語
な
ど
へ
行
く
。
後
に
な
る
と
こ
し
ら
へ
る

事
に
な
る
。
十
郎
の
虎
に
対
し
て
五
郎
に
化
粧
坂
の
女
性
を
考

へ
る
や
う
に
。
し
か
し
室
町
で
は
そ
ん
な
で
な
く
考
へ
方
に
当

時
の
考
へ
方
の
流
行
の
型
あ
り
。
純
粋
の
型
も
あ
る
が
複
雑
な

の
は
、
性
慾
が
つ
い
て
く
る
。
稚
児
物
語
、
恋
物
語
に
く
つ
つ

い
て
来
る
。

仇
討
の
複
雑
な
も
の
は
男
女
の
関
係
が
つ
い
て
来
る
。
恋
物
語

で
あ
つ
た
り
稚
児
物
語
す
る
。
稚
児
の
話
を
せ
ね
ば
、
こ
の
話

は
少
し
通
り
に
く
い
か
。

児
物
語　
　

幻
夢
と
い
ふ
法
師
が
叡
山
へ
行
つ
た
時
に
稚
児
に

思
ひ
つ
い
た
。
日
光
山
の
稚
児
で
あ
る
。
こ
れ
は
宗
教
的
な
物

語
よ
り
出
て
ゐ
る
に
違
ひ
な
い
。
男
色
物
語
は
室
町
で
大
じ
か

け
、
大
事
件
を
起
こ
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
元
は
『
秋
夜
長

物
語
』。
秋
の
夜
の
長
物
語
系
統
の
も
の
、
大
抵
道
心
を
す
ゝ
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め
る
も
の
。
こ
と
に
幻
夢
物
語
は
、
私
は
何
か
寺
へ
説
経
と
し

て
の
発
達
の
経
路
が
う
か
が
は
れ
る
と
思
ふ
。
叡
山
に
登
り
、

稚
児
を
見
初
め
、
そ
の
あ
と
を
慕
ひ
、
東
国
へ
行
き
、
日
光
で

生
き
て
ゐ
る
稚
児
に
あ
つ
た
が
、
怖
ろ
し
い
形
相
し
て
立
つ
て

ゐ
た
。
打
ち
解
け
て
寝
る
と
位
牌
が
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
に
続

い
て
ゐ
る
妖
怪
物
、
一
つ
の
形
、
聞
い
て
見
る
と
実
は
、
花
松

と
い
ふ
稚
児
は
武
家
の
息
子
で
仇
に
処
領
地
を
と
ら
れ
、
仇
を

と
ら
う
と
す
る
の
で
僧
と
し
て
お
い
た
が
、
仇
を
討
つ
て
了
つ

た
。
そ
の
後
、
仇
の
息
子
が
花
松
を
殺
し
た
。
そ
れ
に
あ
な
た

が
来
た
の
で
花
松
が
あ
ふ
た
の
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。
後
に
一
僧

に
会
ふ
と
、
そ
れ
が
花
松
を
殺
し
た
人
。
そ
こ
で
道
心
を
語
り

あ
ふ
。
昔
の
人
は
、
単
純
。
世
が
す
ゝ
む
と
習
慣
的
芸
術
的
に

悪
ど
く
な
る
。
本
然
の
要
求
で
な
い
。
仇
討
の
仇
討
を
す
る
の

は
も
と
あ
つ
た
事
で
な
く
、
社
会
生
活
よ
り
遊
離
し
て
ゐ
る
も

の
が
作
つ
て
来
た
。
仇
討
の
物
語
も
何
か
色
気
を
持
つ
て
進
ん

で
来
て
ゐ
る
。
丁
度
、
幻
夢
の
物
語
の
少
し
前
謡
曲
で
有
名
な

「
富
士
太
鼓
」（「
籠
大
鼓
」、
殆
ん
ど
同
事
件
）、
住
吉
の
伶
人

に
富
士
あ
り
。
天
王
寺
の
伶
人
浅
間
と
共
に
。
楽
の
盛
ん
な
寺

で
あ
る
。
そ
し
て
伶
人
同
士
の
争
ひ
が
あ
つ
た
。
丁
度
そ
の
時

に
浅
間
が
都
へ
伶
人
の
試
み
に
上
る
と
富
士
が
上
る
。
す
る
と

浅
間
が
富
士
を
殺
す
。
す
ぐ
妻
子
が
仇
討
に
京
へ
上
つ
て
太
鼓

を
破
つ
て
満
足
す
る
話
。
こ
ん
な
の
は
も
つ
と
さ
ば
さ
ば
し
て

ゐ
る
。
仇
討
が
も
つ
と
あ
つ
さ
り
し
て
ゐ
る
。
こ
ん
な
の
も
発

達
す
る
。
血
み
ど
ろ
の
も
の
を
さ
け
て
気
ば
ら
し
、
名
誉
を
回

復
の
形
式
の
み
す
れ
ば
よ
い
。
□
な
ど
は
本
当
の
仇
討
に
な
つ

て
ゐ
る
。

幸
若
の
仇
討　
　

こ
ん
な
の
ゝ
出
る
の
は
お
伽
と
一
つ
系
統
の

幸
若
の
影
響
。
現
在
の
武
家
の
生
活
、
好
み
を
書
い
た
も
の
故

に
ど
う
し
て
も
仇
討
が
問
題
に
な
る
が
、
幸
若
の
材
は
古
い
絵

物
語
、
又
は
古
い
物
語
を
翻
訳
し
て
語
つ
た
故
に
割
に
仇
討
は

少
な
い
が
、
割
合
に
仇
討
の
確カ

ク
シ
ツ執

が
よ
く
出
て
ゐ
る
。

幸
若
は
殆
ん
ど
修
羅
の
妄
執
を
燃
や
し
て
ゐ
る
執
心
物
で
あ

る
。
割
合
、幸
若
で
は
平
気
で
あ
る
。
曽
我
で
も
仇
討
を
せ
ず
、

他
の
方
を
や
つ
て
ゐ
る
。

仇
討
の
物
語
に
は
私
は
、御
伽
草
子
そ
の
も
の
ゝ
発
達
の
一
方
、

お
互
い
に
同
じ
道
を
歩
い
て
来
た
幸
若
の
助
勢
あ
り
。
仇カ

タ
キ
ウ
チ討

を

す
る
と
胸
が
開
け
て
、
出
家
遁
世
し
て
了
ひ
が
ち
で
あ
る
。
実

際
は
さ
う
で
な
い
の
に
。
江
戸
に
な
る
と
仇
を
討
つ
て
本
地
を

回
復
し
、
出
世
し
、
名
誉
も
一
藩
に
ひ
ゞ
く
。
為
に
出
て
行
く
。

そ
の
中
で
身
分
の
低
い
奴
は
一
心
に
や
つ
て
ゐ
る
。
万
一
や
り
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お
ほ
せ
れ
ば
出
世
す
る
。
ど
う
も
慾
心
が
多
い
と
思
ふ
。
上
の

人
は
い
や
に
な
つ
て
了
ふ
。
昔
の
は
さ
ば
〳
〵
し
て
仇
を
う
つ

と
僧
に
な
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
仏
教
式
に
行
き
、
修
羅
の
妄
執

を
は
ら
し
た
後
は
罪
亡
ぼ
し
を
す
る
事
に
な
る
。

御
伽
草
子
の
仇
討　
　

実
際
室
町
で
大
国
を
持
つ
人
同
志
の
間

の
仇
討
は
あ
つ
た
ら
う
が
、
小
さ
い
も
の
ゝ
間
に
あ
つ
た
か
ど

う
か
、
疑
ふ
。
御
伽
草
子
で
は
、
諸
国
を
訪
ね
る
事
は
な
い
。

仇
が
探
し
て
ゐ
る
。
そ
の
仇
を
討
た
ん
と
す
る
。『
秋
道
』
で

も
さ
う
で
あ
る
。
親
を
殺
し
た
夜
叉
丸
を
殺
す
為
に
女
房
を
手

引
に
入
れ
て
仇
を
討
つ
。
そ
れ
を
討
つ
の
だ
か
ら
難
し
い
や
う

で
楽
。
諸
国
を
あ
て
な
し
に
訪
ね
廻
る
。
富
籤
式
の
仇
討
ち
は

室
町
の
文
学
で
は
問
題
に
し
な
か
つ
た
。
次
第
に
世
の
交
通
が

開
け
る
と
新
主
を
求
め
て
あ
ち
こ
ち
歩
き
、
又
身
を
隠
す
の
に

便
利
に
な
つ
た
時
代
だ
か
ら
、
さ
う
い
ふ
事
が
行
は
れ
る
と
同

時
に
仇
の
同
志
が
低
い
身
分
に
な
る
。
大
名
同
志
等
は
な
く
な

る
。

江
戸
の
仇
討
と
か
ぶ
き
も
の　
　

江
戸
の
仇
討
は
か
ぶ
き
も
の

の
道
徳
。
そ
れ
が
武
士
を
支
配
し
て
ゐ
る
。
武
士
が
太
平
に
慣

れ
る
の
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
無
頼
漢
の
生
活
で
維
持
せ
ん
と
し

た
か
し
ら
ん
。
各
藩
に
か
ぶ
き
衆
が
慶
安
の
頃
ま
で
あ
つ
た
。

正
雪
の
乱
で
鎮
ま
る
。
こ
の
一
番
古
い
も
の
を
残
し
て
お
い
て

社
会
の
刺
戟
に
す
る
。
今
の
国
粋
会
の
如
き
も
の
。
そ
し
て
世

が
し
つ
か
り
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
て
ゐ
た
。

か
う
い
ふ
も
の
ゝ
道
徳
が
小
武
家
の
頭
に
入
る
。
こ
れ
等
の
道

徳
は
宗
教
文
学
よ
り
分
離
出
さ
れ
た
も
の
。
か
ぶ
き
も
の
は
も

と
宗
教
芸
能
を
行
つ
て
ゐ
た
も
の
。
幸
若
が
か
ぶ
き
も
の
に
入

つ
て
ゐ
る
。
こ
の
芸
能
の
倫
理
観
が
世
の
中
の
人
の
考
へ
を
か

へ
て
行
つ
た
。
だ
か
ら
仇
討
の
段
階
が
次
第
に
下
つ
て
来
て
ゐ

る
。

江
戸
の
も
の
を
見
て
非
人
仇
討
が
栄
へ
る
。
こ
れ
は
江
戸
歌
舞

伎
の
中
で
は
は
じ
め
よ
り
あ
り
。
い
ろ
ん
な
形
で
発
達
す
。
幸

若
の
後
の
か
ぶ
き
衆
の
中
に
皆
に
仇
討
の
栄
へ
て
来
る
経
路
も

わ
か
る
。
も
つ
と
一
歩
転
じ
て
考
へ
る
と
「
富
士
太
鼓
」
の
話

を
し
た
が
、
こ
れ
と
い
く
ら
か
傾
向
の
似
た
話
。
身
代
り
と
仇

討
と
結
び
つ
け
た
名
高
い
「
て
こ
く
ま
の
物
語
」
あ
り
。
九
州

の
二
豪
族
が
争
つ
て
一
方
が
滅
び
た
。
一
方
の
臣
が
娘
の
て
こ

ぐ
ま
を
仇
の
家
に
住
み
込
ま
せ
て
相
手
を
殺
さ
せ
や
う
と
す

る
。
実
は
亡
ぼ
さ
れ
た
豪
族
の
女
の
名
前
で
住
み
込
ま
せ
る
。

見
出
さ
れ
て
殺
さ
れ
、
そ
の
後
改
復
し
て
仇
討
を
す
る
。
幼
君

を
守
つ
て
、
そ
こ
に
身
代
り
の
話
が
入
つ
て
ゐ
る
。
こ
ん
な
の
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に
な
る
と
仇
討
が
は
つ
き
り
出
て
ゐ
る
。
御
伽
草
子
の
信
太
に

は
仇
討
が
は
つ
き
り
出
ず
、
本
領
安
堵
を
す
る
事
に
な
つ
て
ゐ

る
。
時
代
が
下
る
と
本
領
安
堵
よ
り
仇
討
を
主
と
す
る
。
芸
術

的
に
な
り
一
種
の
無
頼
漢
の
理
想
が
生
れ
る
。
我
々
の
国
に
行

は
れ
て
ゐ
る
事
を
呪ノ

ロ

ふ
の
で
な
い
。
祖
先
の
生
活
は
認
め
る
。

道
徳
で
な
く
芸
術
よ
り
出
た
幻
想
が
純
化
し
た
も
の
。
仇
討
は

御
伽
草
子
を
境
目
に
し
て
近
世
風
に
な
る
。
仮
名
の
草
子
に
な

る
と
仇
討
は
栄
へ
て
来
る
。
更
に
草
双
紙
の
世
界
に
入
る
と
仇

討
で
な
い
と
だ
め
。
黄
表
紙
は
ど
う
し
て
も
仇
討
。
通
人
に
笑

は
れ
て
ふ
ざ
け
た
も
の
に
な
る
。
し
か
し
仇
討
に
せ
ん
と
し
て

ゐ
る
。
草
双
紙
の
本
筋
は
仇
討
。
こ
れ
が
お
家
も
の
。
家
が
つ

い
て
来
る
。
そ
の
前
は
仮
名
の
草
子
。
こ
の
前
は
御
伽
草
子
、

次
第
に
変
つ
て
来
る
。
変
は
る
と
共
に
武
家
の
実
際
生
活
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
来
る
。

御
伽
草
子
の
本
の
形　
　

御
伽
草
子
の
話
は
本
の
形
の
上
か
ら

も
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

御
伽
草
子
は
後
世
に
影
響
あ
る
点
を
求
め
る
と
、
そ
の
中
の
本

地
物
、
恋
愛
物
、
怪
談
物
、
こ
の
三
つ
の
影
響
が
こ
と
に
あ
る

や
う
で
あ
る
。
畢
竟
す
る
に
影
響
が
あ
る
と
い
ふ
事
は
、
御
伽

草
子
に
そ
れ
だ
け
の
も
の
に
お
さ
ま
つ
て
来
る
。
御
伽
草
子
を

要
約
す
る
と
こ
の
三
つ
に
な
る
。
そ
の
わ
け
は
前
述
。
本
地
物

は
主
と
し
て
浄
瑠
璃
へ
行
く
。
御
伽
草
子
は
浄
瑠
璃
と
双
紙
の

間
に
立
つ
て
ゐ
る
。
故
に
す
つ
か
り
浄
瑠
璃
へ
行
く
。
又
、
芝

居
の
脚
本
は
浄
瑠
璃
と
別
に
御
伽
草
子
と
影
響
あ
り
。
こ
と
に

江
戸
歌
舞
伎
に
は
本
地
系
多
し
。
こ
れ
は
幸
若
・
お
伽
・
歌
舞

伎
芝
居
の
三
つ
の
関
係
が
、
循
環
し
て
多
い
の
で
、
歌
舞
伎
芝

居
の
中
に
御
伽
草
子
の
影
響
ら
し
い
も
の
が
は
つ
き
り
出
て
ゐ

る
。
残
る
と
こ
ろ
は
怪
談
と
恋
物
語
で
あ
る
。

怪
談
は
江
戸
に
な
る
と
分
裂
し
て
い
ろ
ん
な
も
の
を
生
ず
る

が
、
一
つ
は
読
本
の
根
本
の
調
子
を
作
つ
て
行
く
。
読
本
で
は

ま
づ
怪
談
か
ら
出
し
て
ゐ
る
と
い
つ
て
も
い
ゝ
位
。
仮
名
草
子

か
ら
読
本
へ
行
く
。
根
本
は
怪
談
に
よ
つ
て
。
怪
談
の
中
に
武

勇
物
、
あ
る
い
は
有
力
物
が
御
伽
草
子
に
入
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ

が
武
道
物
、
武
辺
者
に
な
つ
て
行
く
。
仇
討
物
は
江
戸
の
仮
名

草
子
以
来
発
達
。
そ
の
他
に
怪
談
の
一
部
の
鳥
獣
物
、
道
具
、

動
物
を
人
間
に
仕
立
て
た
も
の
が
童
の
読
み
物
、
赤
・
黒
本
、

黄
表
紙
等
に
な
つ
て
行
く
。
わ
れ
等
の
時
代
は
古
い
も
の
は
よ

み
か
へ
さ
な
い
。
漱
石
等
で
も
努
力
が
い
り
、
紅
葉
、
一
葉
な

ど
に
な
る
と
更
に
努
力
が
い
る
。
刻
々
に
新
読
み
物
が
出
る
か

ら
。昔
の
人
は
古
い
も
の
し
か
な
い
の
で
見
て
楽
し
ん
で
ゐ
る
。
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故
に
江
戸
の
中
頃
ま
で
始
終
古
い
も
の
を
読
み
返
し
て
ゐ
る
の

で
、
古
い
も
の
と
あ
ま
り
間
隔
の
な
い
も
の
が
多
い
。
江
戸
中

頃
過
ぎ
る
と
本
の
洪
水
が
起
つ
て
来
る
の
で
古
い
も
の
を
か
へ

り
み
る
事
が
少
な
く
な
る
。
そ
れ
を
考
へ
ね
ば
室
町
の
小
説
の

影
響
が
江
戸
に
そ
ん
な
に
残
つ
た
事
が
わ
か
ら
ん
。

恋
物
語
は
近
世
の
小
説
の
地
な
ら
し
に
な
つ
て
ゐ
る
も
の
。
お

伽
草
紙
を
卒
業
し
て
恋
愛
物
を
作
つ
て
来
る
。
元
禄
を
境
と
し

て
え
ら
く
前
後
に
栄
へ
た
浮
世
草
子
、
女
の
評
判
う
が
ち
を
主

と
し
た
一
種
の
案
内
記
の
や
う
な
文
学
の
他
に
、
も
一
歩
古
く

叙
情
的
な
恋
物
語
が
伝
つ
て
ゐ
る
。
江
戸
の
小
説
に
通
じ
て
見

え
る
江
戸
の
恋
愛
物
は
浮
世
草
子
の
亜
流
と
の
み
見
て
は
い
け

な
い
。
こ
れ
で
御
伽
草
子
を
読
む
も
と
だ
け
出
来
た
と
思
ふ
。

御
伽
草
子
は
お
も
し
ろ
く
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
出
発
し
て
も
ら

は
ね
ば
江
戸
の
も
の
は
わ
か
ら
ぬ
。

能
狂
言

普
通
、
狂
言
と
い
ふ
。
狂
言
と
い
ふ
も
の
は
日
本
の
演
劇
史
で

大
切
な
も
の
だ
が
、
割
合
ひ
に
閑
却
さ
れ
て
ゐ
る
。
読
ま
れ
て

は
ゐ
る
が
、
本
当
な
組
織
立
つ
た
研
究
は
な
い
。
高
野
博
士
の

論
文
が
ま
づ
筋
の
立
つ
て
ゐ
る
も
の
。
狂
言
は
御
伽
草
紙
と
並

ん
で
室
町
以
後
、
江
戸
に
至
る
文
学
芸
術
の
上
に
大
き
な
力
に

な
つ
て
ゐ
、
芸
術
と
し
て
の
価
値
を
も
つ
て
ゐ
る
。
興
味
で
な

し
に
人
間
の
生
活
に
入
つ
て
来
て
ゐ
る
。

似
た
と
こ
ろ
を
求
め
て
も
つ
ま
ら
ん
が
、
御
伽
と
並
べ
て
話
す

の
は
、
狂
言
も
室
町
に
作
り
は
じ
め
て
室
町
で
完
成
し
、
江
戸

に
な
つ
て
も
作
ら
れ
て
ゐ
た
。
江
戸
の
初
め
百
年
頃
は
能
狂
言

が
ま
だ
作
ら
れ
て
ゐ
た
。
御
伽
も
室
町
に
似
せ
て
、
江
戸
で
作

つ
て
ゐ
る
中
に
室
町
中
心
の
擬
古
文
、
そ
れ
と
狂
言
も
同
じ
こ

と
。

狂
言
は
謡
曲
と
い
ふ
も
の
よ
り
は
文
学
的
に
も
意
味
の
あ
る
も

の
。
日
本
の
芸
能
の
歴
史
よ
り
行
く
と
能
楽
は
世
阿
弥
等
が
出

て
あ
れ
だ
け
の
仕
事
を
し
歴
史
と
し
て
大
切
だ
が
、
渾
然
と
し

た
文
学
、
ま
と
ま
つ
た
芸
能
と
し
て
は
狂
言
の
方
が
す
ぐ
れ
て

ゐ
る
。
ま
づ
狂
言
を
い
ふ
。

一
体
狂
言
と
は
ど
う
い
ふ
事
だ
。
語
原
を
た
ど
ら
ん
で
も
よ
い

が
、
あ
る
点
ま
で
遡
ら
ね
ば
狂
言
の
出
来
た
最
初
も
中
途
も
わ

か
ら
ず
今
の
み
わ
か
る
事
に
な
る
。
狂
言
は
も
と
お
ど
け
た
こ

と
ば
に
過
ぎ
な
い
。
平
安
で
は
狂
言
利
口
と
熟
し
て
ゐ
る
。
興

言
と
い
ふ
の
と
結
局
同
じ
事
。

同
時
に
常
に
動
作
を
伴
つ
て
ゐ
る
。
日
本
の
芸
能
は
こ
と
ば
だ



折口信夫「発生日本文学史　室町文学史（下）」89

け
を
は
な
し
て
も
、動
作
だ
け
を
は
な
し
て
も
考
へ
ら
れ
な
い
。

一
方
を
主
と
し
て
ゐ
る
事
に
は
な
つ
て
ゐ
る
が
、
各
々
随
伴
し

て
ゐ
る
。
狂
言
と
は
結
局
、
お
ど
け
た
言
ひ
立
て
―
―
長
い
連

ね
ぜ
り
ふ
―
―
又
つ
ら
ね
と
も
い
ふ
―
―
細
か
く
云
へ
ば
言
ひ

立
て
と
つ
ら
ね
は
区
別
あ
れ
ど
、
漠
然
と
い
へ
ば
区
別
な
し
。

つ
ら
ね
は
、正
式
。
言
ひ
立
て
は
し
や
べ
る
能
力
を
示
す
の
で
、

原
因
や
、
故
事
来
歴
を
述
べ
る
、
強
弁
な
人
が
す
る
。
狂
言
と

い
ふ
事
は
、
お
ど
け
た
言
ひ
立
て
文
句
の
意
味
を
長
く
辿
つ
て

ゐ
た
。
こ
の
言
ひ
立
て
に
は
動
作
を
伴
つ
て
来
る
。
た
と
へ
て

見
れ
ば
、
平
安
に
盛
ん
に
行
な
は
れ
た
踏
歌
の
節
の
こ
と
ほ
ぎ

と
い
ふ
も
の
は
詞
で
ほ
く
外
に
動
作
が
沢
山
入
つ
て
ゐ
、
滑
稽

な
言
ひ
立
て
を
し
て
、
そ
れ
に
伴
つ
て
動
作
を
ま
じ
へ
る
事
。

こ
と
ほ
ぎ
は
結
局
一
つ
の
狂
言
。
こ
の
狂
言
が
た
ま
た
ま
能
楽

に
入
つ
て
ゐ
る
も
の
だ
け
が
残
つ
た
や
う
に
見
え
る
。
か
う
考

へ
る
か
ら
し
て
歌
舞
伎
芝
居
の
も
の
ま
ね
に
狂
言
尽
く
し
等
い

ひ
、
歌
舞
伎
芝
居
す
ら
能
狂
言
の
後
だ
と
考
へ
る
が
、
狂
言
は

あ
ら
ゆ
る
芸
能
に
く
つ
つ
い
て
ゐ
る
も
の
。
た
ま
た
ま
能
楽
に

つ
い
て
ゐ
た
狂
言
が
有
力
に
世
間
に
働
き
か
け
て
、
長
く
残
つ

た
と
い
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
歌
舞
伎
芝
居
に
お
け
る
狂
言
は
別
途

の
も
の
。
相
互
作
用
は
あ
る
と
し
て
も
、
と
も
か
く
別
に
出
た

も
の
と
決
め
て
か
か
る
。

さ
て
狂
言
は
ど
う
い
ふ
風
に
あ
る
芸
能
の
本
芸
に
結
び
つ
い
て

ゐ
る
か
と
い
ふ
事
か
ら
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
本
芸
が
行
は
れ
る

と
、
本
芸
の
あ
と
に
あ
ら
は
れ
て
本
芸
の
意
味
を
説
明
し
、
翻

訳
し
、
平
易
に
解
説
し
、
あ
る
い
は
本
芸
の
足
ら
ぬ
と
こ
ろ
を

補
ふ
事
に
な
る
。
本
芸
は
ま
じ
め
故
に
こ
ち
ら
は
く
だ
け
た
態

度
で
出
て
行
く
□
□
□
に
滑
稽
と
な
る
言
ひ
立
て
を
元
と
し

て
、そ
れ
に
伴
ふ
動
作
あ
り
。
狂
言
に
限
ら
ず
本
芸
に
対
立
し
、

本
芸
を
説
明
す
る
も
の
あ
れ
ど
、
そ
の
中
、
狂
言
が
一
番
有
力

と
な
る
。
こ
れ
を
ひ
き
く
る
め
て
い
ふ
と
も
ど
き
芸
で
あ
る
。

今
一
番
便
利
故
に
能
楽
で
云
ふ
と
、
能
楽
と
い
ふ
も
の
は
、
も

と
〳
〵
一
種
の
も
ど
き
芸
か
ら
発
達
し
て
来
た
狂
言
だ
つ
た
。

そ
れ
が
い
ろ
ん
な
民
俗
芸
能
の
特
長
、
演
芸
種
目
を
合
し
て
来

た
為
に
形
が
変
は
つ
て
来
た
。
今
の
万
才
、安
来
節
の
ご
と
し
。

さ
う
い
ふ
風
に
猿
楽
も
だ
ん
〳
〵
変
化
し
て
来
た
。
も
と
の
猿

楽
は
あ
る
芸
に
付
属
し
た
付
属
芸
。
猿
楽
は
何
に
で
も
つ
く
事

が
出
来
た
も
の
に
違
ひ
な
い
。
時
代
に
よ
り
有
力
な
も
の
に
つ

い
た
も
の
が
、
は
つ
き
り
後
に
残
る
だ
け
。
猿
楽
は
何
に
で
も

つ
く
も
の
で
あ
る
が
、
た
ま
〳
〵
室
町
に
固
定
し
て
来
た
。
新

猿
楽
は
田
楽
の
も
ど
き
芸
で
あ
つ
た
。
猿
楽
は
お
ど
け
、滑
稽
、
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言
ひ
立
て
を
主
と
す
る
も
の
。
と
こ
ろ
が
猿
楽
が
田
楽
よ
り
独

立
す
。
例
へ
ば
、
万
才
に
は
才
三
が
扮
し
て
才
三
座
を
作
つ
た

と
す
れ
ば
、
万
才
と
同
じ
事
を
し
な
が
ら
才
三
座
と
い
ふ
に
違

ひ
な
い
。
し
か
し
、
お
ど
け
を
主
と
は
す
る
で
あ
ら
う
か
。
能

楽
は
室
町
時
分
に
は
一
番
栄
え
て
ゐ
た
田
楽
出
の
も
の
が
勢
力

を
も
ち
、
他
の
猿
楽
は
勢
力
を
失
つ
て
ど
こ
へ
か
行
く
。
も
と

〳
〵
さ
う
し
た
出
発
点
あ
る
故
に
猿
楽
自
身
本
芸
と
考
へ
て
ゐ

る
も
の
に
対
し
て
も
又
更
に
そ
れ
を
説
明
す
る
芸
能
が
出
来
て

こ
ね
ば
な
ら
ぬ
。猿
楽
の
く
せ
で
自
分
の
本
芸
が
固
定
す
る
と
、

そ
れ
に
対
し
て
又
滑
稽
な
も
の
が
出
る
。
猿
楽
が
ま
じ
め
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
固
定
し
、
そ
れ
に
対
し
て
又
猿
楽
が
出
て
来
る

事
に
な
る
。（
昨
年
云
ふ
た
）。

猿
楽
の
一
番
本
体
と
な
つ
て
ゐ
る
も
の
は
猿
楽
の
本
芸
、
一
口

に
猿
楽
と
い
へ
ば
翁
の
事
。平
安
の
猿
楽
は
も
少
し
広
い
も
の
。

だ
け
ど
も
、
や
は
り
平
安
で
も
翁
ら
し
い
も
の
が
中
心
と
な
つ

て
ゐ
る
。
結
局
、
こ
と
ほ
ぎ
芸
で
、
そ
れ
は
年
寄
つ
た
人
の
姿

で
人
間
ば
な
れ
を
し
た
怪
物
の
や
う
な
も
の
が
や
る
事
は
平
安

朝
に
も
見
ら
れ
る
。
猿
楽
は
そ
こ
に
も
な
つ
て
ゐ
さ
う
。
近
代

の
学
問
で
見
れ
ば
田
楽
は
翁
の
芸
。
能
楽
で
は
翁
は
厳
重
な
芸

と
な
り
、
地
方
の
翁
の
芸
を
能
楽
の
翁
で
統
一
し
た
。
そ
こ
で

ほ
と
ん
ど
違
つ
た
形
の
も
の
が
な
く
、
能
の
翁
の
く
づ
れ
と
見

ら
れ
る
。
能
の
翁
は
、
神
聖
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
本
当
は
滑

稽
な
も
の
。
翁
の
神
歌
は
お
ど
け
た
、
性
欲
的
な
も
の
多
く
、

畢
竟
、
農
村
を
祝
福
す
る
こ
と
ば
に
過
ぎ
な
い
。
翁
の
芸
が
能

が
三
日
五
日
続
い
て
も
、
後
に
は
名
人
は
正
月
し
か
や
ら
な
く

な
る
。
毎
日
〳
〵
や
つ
て
ゐ
た
の
を
興
行
の
は
じ
め
の
日
の
み

に
し
、
明
治
は
正
月
の
み
。
そ
れ
は
神
聖
な
為
で
な
く
、
猿
楽

の
本
芸
だ
か
ら
や
る
。
こ
の
翁
に
も
複
雑
な
仕
組
あ
り
。
こ
の

翁
に
対
し
て
翁
を
も
ど
く
芸
あ
り
。
脇
能
と
い
ふ
。

脇
能
は
翁
が
す
む
と
す
ぐ
に
は
じ
ま
る
。
中
入
り
を
せ
ず
に
す

ぐ
は
じ
め
る
。
翁
入
り
、
三
番
叟
、
千
歳
、
面
箱
持
ち
等
が
舞

台
か
ら
退
く
と
、
す
ぐ
に
脇
能
は
は
じ
ま
る
。
二
番
目
の
芸
で

あ
る
。
俳
諧
の
発
句
に
対
す
る
脇
句
の
ご
と
く
、
第
一
と
第
二

の
関
係
は
ぴ
つ
た
り
つ
い
て
ゐ
る
。
翁
に
対
し
て
脇
能
は
さ
う

し
た
も
の
。
脇
能
は
性
質
か
ら
し
て
神
能
と
い
ふ
。
み
な
神
事
。

養
老
、
嵐
山
、
老
松
等
。
こ
の
脇
能
は
能
楽
の
歴
史
を
見
る
上

で
、
大
切
な
も
の
。
能
に
あ
れ
だ
け
沢
山
の
番
数
が
出
て
来
る

の
は
脇
能
と
い
ふ
組
織
あ
り
し
為
。
翁
の
脇
能
た
る
神
能
は
翁

の
意
味
の
翻
訳
に
過
ぎ
ぬ
。
言
ひ
か
へ
れ
ば
猿
楽
は
も
と
賤
し

い
も
の
と
世
間
か
ら
見
ら
れ
て
ゐ
た
。
わ
か
り
や
す
く
す
れ
ば
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賤
し
く
な
る
の
を
も
つ
と
高
尚
に
し
た
。
こ
の
中
に
翁
は
固
定

し
て
伝
説
が
つ
き
、
合
理
化
せ
ら
れ
て
む
つ
か
し
く
な
り
、
脇

能
と
変
な
関
係
に
な
つ
た
。
翁
が
今
や
つ
た
の
は
別
の
や
り
方

で
は
、
か
う
い
ふ
事
で
す
と
い
ふ
て
徹
底
さ
せ
る
。

能
楽
で
大
切
な
の
は
土
地
を
踏
む
事
。
所
繁
盛
の
為
に
、
□
そ

の
所
を
踏
み
鎮
め
る
為
。
だ
か
ら
三
番
叟
を
踏
む
と
い
ふ
。
こ

の
踏
む
芸
で
、
反
閇
と
い
ふ
。
力
足
を
踏
ん
で
、
土
地
の
魂
を

従
服
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
翁
が
、
翁
自
身
の
中
に
早

く
か
ら
脇
能
に
属
す
る
も
の
が
出
来
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
三
番
叟

で
あ
る
。
黒
尉
又
は
黒
き
尉
と
い
ふ
も
の
。
黒
式
面
で
あ
る
。

三
番
叟
と
い
ふ
こ
と
ば
も
本
当
は
意
味
不
明
の
も
の
。
こ
れ
が

翁
の
や
つ
た
事
が
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で
、そ
れ
を
翻
訳
し
て
、

卑
近
に
な
り
、
滑
稽
が
混
じ
り
す
る
故
に
三
番
叟
の
や
り
方
は

白
尉
の
や
る
よ
り
は
品
が
下
る
と
同
時
に
活
気
が
あ
る
。
結

局
は
同
じ
事
で
、
わ
れ
〳
〵
の
わ
か
る
限
り
で
は
農
村
の
祝
福

と
い
ふ
事
が
は
つ
き
り
と
出
る
。
白
尉
で
は
文
句
か
ら
見
て
行

く
と
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
動
き
か
ら
は
わ
か
ら
ぬ
。
三
番
叟
は

こ
れ
が
農
村
の
祝
福
だ
と
明
ら
か
に
見
せ
て
ゐ
る
。
も
と
は
農

村
の
祝
福
の
み
で
な
い
。
ほ
う
え
い
の
舞
と
い
ふ
も
の
は
、
錫

杖
の
頭

―
鈴
の
や
う
な
も
の
を
持
つ
て
舞
ふ
。
法
会
の
舞
に

な
る
と
、
こ
れ
を
持
つ
て
来
る
。
こ
れ
は
寺
の
奴
隷
が
寺
の
法

会
が
行
は
れ
る
前
に
寺
の
祝
福
に
行
く
。
目
的
は
ほ
ぼ
似
て
ゐ

る
。
家
と
農
村
の
祝
福
。
そ
の
い
づ
れ
か
に
傾
い
て
祝
福
す
る

だ
け
。
か
う
し
た
三
番
叟
が
、
黒
き
の
三
番
。
三
番
が
発
達
す

る
と
翁
は
ま
す
〳
〵
わ
か
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
が
火
の
神
と
水

の
神
と
の
対
照
に
し
て
来
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
実
は
対
立
関
係

で
な
く
従
属
関
係
。世
阿
弥
の
十
六
部
集

―
沢
山
出
て
ゐ
る
。

池
内
氏
が
口
訳
し
て
出
し
、
野
々
村
戒
三
が
注
し
て
出
し
て
ゐ

る

―
等
を
見
る
と
い
ふ
と
、翁
を
三
つ
の
対
立
と
見
て
ゐ
る
。

白
尉
、
千
歳
、
三
番
叟
。
千
歳
ま
で
も
翁
の
一
種
と
見
て
ゐ
る
。

翁
、
千
歳
、
三
番
叟
の
順
で
出
る
。
千
歳
は
翁
の
面
箱
を
持
つ
。

流
に
よ
る
と
、
面
箱
持
ち
が
出
る
。
も
と
は
、
三
の
対
立
。
世

阿
弥
は
こ
れ
を
皆
翁
と
見
て
ゐ
る
。
こ
の
事
は
多
少
異
論
が
あ

る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
世
阿
弥
が
さ
う
み
る
の
は
無
理
な
し
。
千

歳
は
日
本
の
舞
踊
に
ほ
と
ん
ど
は
じ
め
よ
り
と
も
な
つ
て
ゐ
る

若
舞
あ
り
（
雅
楽
よ
り
）。
日
本
の
古
く
か
ら
舞
踊
に
は
年
寄

り
が
出
る
故
に
妖
怪
等
が
出
る
。
そ
の
お
面
を
出
し
、
こ
の
舞

が
出
る
。
若
い
人
が
面
を
着
ず
に
や
る
。
年
寄
り
の
や
る
芸
を

若
い
者
が
や
つ
て
見
る
、
と
い
ふ
風
に
も
見
え
る
。

蘭
陵
舞
等
に
は
若
舞
が
面お

も
てを

は
づ
し
て
美
少
年
が
舞
ふ
。
雅
楽
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で
は
童
舞
と
い
ふ
。
外
の
も
の
に
も
あ
る
事
。
さ
う
い
ふ
式
が

あ
る
。
為
に
猿
楽
の
方
で
も
、
古
く
翁
、
千
歳
、
三
番
叟
の
対

立
を
皆
、
翁
で
や
つ
た
と
も
見
ら
れ
る
。
私
は
、
疑
問
を
持
つ
。

千
歳
が
翁
で
あ
る
時
の
面
は
残
つ
て
ゐ
て
、冠
者
面

―
若
者
、

や
つ
と
冠
を
か
ぶ
つ
た
許
り
の
若
者

―
冠
者
面
は
翁
の
皃
で

あ
る
。
千
歳
が
翁
で
あ
つ
た
事
に
な
ら
ぬ
。
若
舞
で
あ
つ
た
の

に
逆
に
翁
面
で
や
る
も
の
が
出
た
。
そ
れ
で
冠
者
で
舞
ふ
の
が

翁
面
で
や
つ
た
の
で
、
冠
者
面
と
い
ふ
の
だ
。
私
は
千
歳
は
翁

で
大
し
た
も
の
で
な
く
、
翁
三
つ
に
あ
る
時
代
に
や
つ
て
見
た

か
、
冠
者
で
や
る
の
が
本
体
故
に
冠
者
面
と
い
ふ
た
と
思
ふ
。

黒
尉
は
、翁
の
も
ど
き
に
す
ぎ
ぬ
。
翁
に
す
で
に
も
ど
き
あ
り
。

猿
楽
式
の
要
素
を
い
く
ら
で
も
重
ね
て
来
る
。
さ
う
し
た
翁
に

脇
能
が
出
る
。こ
の
脇
能
は
ま
た
上
品
な
も
ど
き
な
の
で
あ
る
。

上
品
な
翻
訳
で
あ
る
。
そ
の
時
の
目
的
に
か
な
つ
た
や
う
な
芸

を
演
ず
る
に
ち
が
ひ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
脇
能
と
い
ふ
も

の
は
出
来
て
来
る
と
今
度
は
ま
た
拡
張
せ
ら
れ
て
、
い
ろ
ん
な

も
の
が
出
る
。
能
は
五
番
仕
立
て
で
あ
る
が
、
番
組
は
次
第
に

前
の
芸
を
も
ど
い
て
行
く
や
う
に
見
え
る
。
今
か
ら
は
さ
う
は

つ
き
り
は
い
へ
ぬ
。だ
け
ど
脇
能
よ
り
又
く
だ
い
て
説
明
す
る
。

す
る
と
い
く
ら
か
世
間
風
に
な
る
。
神
能
で
は
わ
か
ら
ん
の
で

く
だ
い
て
や
る
。
世
話
的
要
素
を
も
つ
て
く
る
。
あ
る
い
は
、

翁
に
対
し
て
一
日
の
中
の
番
組
が
す
べ
て
が
翁
そ
の
も
の
を
い

ろ
ん
な
方
面
よ
り
翻
訳
し
て
ゐ
る
と
見
る
事
も
出
来
る
。
し
か

し
そ
れ
に
執
着
せ
ず
と
よ
い
。
能
の
五
番
仕
立
て
は
必
ず
し
も

古
い
事
で
な
く
、
も
つ
と
自
由
で
あ
つ
た
に
ち
が
ひ
な
い
か
ら

も
少
し
と
ら
は
れ
な
い
で
、
考
へ
て
良
い
と
思
ふ
。

脇
能
が
能
楽
の
種
類
を
ふ
や
し
て
行
つ
た
と
考
へ
て
よ
い
と
思

ふ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
わ
き
能
か
ら
後
の
も
の
を
見
る
と
大
抵

芸
に
は
能
を
見
て
も
わ
か
る
が
、
前
じ
て
と
後あ

と

じ
て
と
あ
り
、

前
は
人
間
に
近
い
も
の
で
あ
ら
は
れ
、
後
の
場
に
な
る
と
人
間

以
外
の
も
の
と
し
て
あ
ら
は
れ
る
。
前
じ
て
と
後
じ
て
と
す
つ

か
り
別
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
が
出
る
。
大
抵
、
前
は
人
間
、
後あ

と

は
妖
怪
に
な
る
。
こ
れ
が
古
い
か
新
し
い
か
問
題
。

前
じ
て
と
後
じ
て
と
の
間
に
、
中
入
が
あ
る
。
舞
台
空
虚
。
前

じ
て
と
後
じ
て
の
あ
る
事
は
す
で
に
前
じ
て
の
翻
訳
と
す
る
組

織
を
、
翻
訳
す
る
の
も
有
意
的
に
し
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
翁

に
対
す
る
脇
能
と
同
じ
で
、
ど
う
し
て
も
こ
の
組
織
は
は
な
れ

ぬ
。
と
こ
ろ
が
前
じ
て
と
後
じ
て
と
の
間
を
つ
な
ぐ
間
に
狂
言

が
出
て
来
る
。こ
れ
が
能
の
上
の
狂
言
で
一
番
正
式
の
も
の
で
、

間あ
ひ

の
狂
言
と
い
ふ
。
こ
れ
は
話
し
を
す
る
役
で
あ
る
。
こ
の
動
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作
を
ば
間あ

ひ
が
た語

り
と
い
ふ
。

つ
ま
り
今
や
つ
た
の
は
実
は
か
う
い
ふ
意
味
で
す
と
説
明
す

る
。
そ
れ
を
長
物
語
の
調
子
で
語
る
。
次
第
に
わ
き
、
つ
れ
等

が
残
つ
て
ゐ
る
の
が
変
な
の
で
、
わ
き
役
者
と
狂
言
役
者
と
話

し
を
す
る
。
そ
し
て
狂
言
が
入
る
と
後
じ
て
が
出
る
や
う
に
す

る
。
す
る
と
有
機
的
に
間
語
り
が
動
い
て
来
る
事
に
な
る
。
こ

れ
が
あ
ひ
。
間あ

ひ

の
狂
言
。
間あ

ひ
か
た語

り
。

さ
う
い
ふ
事
を
す
る
の
が
能
楽
の
約
束
に
入
つ
て
ゐ
て
、
や
は

り
も
ど
き
で
あ
る
。
形
の
ち
が
ふ
繰
り
返
し
で
あ
る
。
あ
れ
ほ

ど
じ
れ
つ
た
い
も
の
は
な
い
。
さ
う
な
つ
て
ゐ
る
が
、
昔
は
わ

か
ら
な
か
つ
た
故
も
あ
る
が
、
一
つ
は
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
が

猿
楽
の
本
質
的
の
関
係
に
よ
る
。昔
の
人
は
面
白
が
つ
て
ゐ
る
。

つ
ま
り
今
、
能
楽
は
値
打
ち
が
あ
る
と
い
ふ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。

洋
人
が
ほ
め
た
か
ら
だ
と
い
ふ
。
浮
世
絵
が
よ
い
と
云
は
れ
た

の
と
同
じ
。
能
等
は
西
洋
人
の
観
察
し
や
す
い
為
で
あ
ら
う
。

西
洋
で
は
黙
劇
、
発
達
の
歴
史
が
あ
る
の
で
わ
か
る
。
今
人
の

能
を
あ
り
が
た
か
る
の
は
割
引
が
い
る
。

こ
の
間あ

ひ

に
出
て
来
て
、
し
や
べ
る
か
ら
、
こ
の
言
ひ
立
て
の
物

語
が
狂
言
と
い
ふ
こ
と
ば
に
ぴ
つ
た
り
は
ま
る
。
け
れ
ど
も
日

本
の
芸
能
の
歴
史
を
見
る
と
、
狂
言
と
い
ふ
事
は
わ
き
芸
と
い

ふ
意
味
を
も
つ
て
ゐ
る
。
故
に
意
味
は
重
な
つ
て
ゐ
る
。
こ
の

言
ひ
立
て
を
す
る
狂
言
が
、
狂
言
方
が
定
め
ら
れ
て
来
る
と
、

そ
の
狂
言
等
が
出
て
来
て
本
芸
の
中
へ
入
る
。
間
語
り
に
出
る

だ
け
で
な
く
、
本
芸
の
中
へ
入
つ
て
来
る
。
す
る
と
こ
れ
を
を

か
し
等
と
い
ふ
。
を
か
し
い
か
ら
云
ふ
の
で
な
く
、
外
に
も
少

し
意
味
が
あ
る
の
だ
。
つ
ま
り
本
芸
の
間
に
わ
き
、
し
て
に
あ

い
づ
ち
を
う
ち
に
来
る
や
つ
。
を
か
し
は
も
ど
く
と
い
ふ
事
と

同
じ
。
お
も
し
ろ
い
事
を
す
る
と
い
ふ
事
で
な
い
。
今
よ
り
考

へ
て
を
か
し
い
と
思
ふ
て
も
よ
い
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
が
。
狂

言
の
仕
事
は
次
第
に
拡
が
つ
て
来
る
。
と
こ
ろ
が
も
つ
と
遡
つ

て
考
へ
る
と
猿
楽
の
狂
言
方
の
仕
事
は
も
つ
と
大
切
の
も
の
。

わ
れ
等
の
考
へ
で
は
わ
き
の
く
だ
け
た
も
の
が
狂
言
。
し
て
は

猿
楽
で
や
る
時
に
や
つ
た
が
も
と
。し
て
は
田
楽
役
者
が
や
り
、

猿
楽
役
者
は
わ
き
に
立
ち
、
わ
き
の
く
だ
け
た
の
が
狂
言
。

翁
を
見
て
も
三
番
叟
は
、
狂
言
方
の
仕
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
何

故
狂
言
方
が
黒
尉
を
す
る
か
わ
か
ら
ん
。
昔
よ
り
の
仕
来
り
と

い
ふ
の
み
。
も
つ
と
格
式
の
正
し
い
事
を
探
つ
て
見
る
と
、
舞

台
開
き

―
年
頭
初
め
て
能
を
舞
ふ
時
、
一
番
は
じ
め
に
出
て

来
る
の
は
開
口
と
い
ふ
必
ず
わ
き
方
の
役
者
の
仕
事
で
、
し
て

方
の
仕
事
で
な
い
。
わ
れ
等
の
考
へ
で
は
、
し
て
方
の
や
る
べ
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き
事
で
あ
る
の
に
、
わ
き
が
や
る
。
わ
き
開
口
に
は
じ
ま
る
。

だ
か
ら
よ
く
考
へ
て
見
る
と
翁
も
あ
る
時
代
ま
で
は
、
わ
き
役

者
が
務
め
た
が
、
更
に
狂
言
等
が
や
つ
た
の
で
は
な
い
か
。
古

い
ほ
ど
く
だ
け
て
ゐ
た
の
が
、
次
第
に
神
秘
に
厳
重
に
な
つ
て

来
た
と
考
へ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、
わ
き
の
開

口
と
翁
と
同
じ
事
。

こ
れ
ほ
ど
不
思
議
な
事
は
日
本
の
芸
能
は
へ
ん
て
こ
な
も
の
。

歌
舞
伎
等
こ
と
に
然
り
。
そ
れ
に
か
ゝ
は
ら
ず
、
か
う
い
ふ
組

織
が
は
つ
き
り
し
て
ゐ
る
の
は
能
楽
ほ
ど
ひ
ど
い
の
は
な
い
。

能
楽
は
わ
き
許
り
出
て
ゐ
る
。
不
思
議
な
ほ
ど
。

そ
の
他
の
出
発
は
と
も
か
く
間
語
り
を
ま
づ
考
へ
ね
ば
な
ら

ぬ
。そ
の
前
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
は
芝
居
の
わ
き
狂
言
で
あ
る
。

狂
言
と
地
狂
言

本
題
に
入
る
前
に
狂
言
と
地
狂
言
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
一
つ

解
決
つ
け
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

地
狂
言　
　

地
狂
言
は
地
芝
居
と
も
い
ふ
。
こ
れ
は
江
戸
に
な

つ
て
大
き
な
し
く
み
の
芸
能
は
二
つ
に
分
れ
、
一
つ
は
歌
舞
伎

芝
居
、
一
つ
は
猿
楽
。
高
い
も
の
が
猿
楽
で
、
低
い
も
の
が
歌

舞
伎
。

も
と
は
幸
若
が
上
で
、
能
は
一
段
低
か
つ
た
。
幸
若
と
能
と
の

対
立
が
今
度
は
逆
に
能
と
歌
舞
伎
と
対
立
す
。
能
と
常
に
対
立

し
て
歌
舞
伎
芝
居
を
頭
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

地
狂
言
の
中
で
、格
式
を
守
つ
て
古
い
形
を
残
し
て
ゐ
る
の
は
、

三
河
の
鳳
来
寺
が
関
連
し
て
残
つ
て
ゐ
る
も
の
が
、最
も
古
い
。

こ
の
寺
は
わ
れ
〳
〵
の
考
へ
る
と
こ
ろ
で
は
牛
若
と
美
し
い
物

語
あ
る
浄
瑠
璃
姫
を
、
峰
の
薬
師
を
祀
つ
て
あ
る
鳳
来
寺
の
薬

師
（
以
下
一
行
空
欄
）

こ
の
寺
に
は
か
う
し
た
話
、
沢
山
あ
り
。
近
世
の
芸
能
に
対
し

て
、
ぜ
ひ
調
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
、
高
野
氏
は
田
楽
、
私
は

猿
楽
の
方
を
調
べ
た
。
こ
の
寺
に
地
狂
言
あ
り
。
こ
の
事
に
は

早
川
孝
太
郎
が
『
民
俗
芸
術
』
に
「
地
狂
言
雑
記
」
を
出
し
て

ゐ
る
。

奴
隷
村
と
座　
　

地
方
〳
〵
の
地
狂
言
の
う
ち
で
ま
づ
古
い
も

の
、
つ
ま
り
お
芝
居
の
一
つ
。
こ
の
村
の
芝
居
に
つ
い
て
考
へ

ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
神
社
、
寺
に
対
し
て
芸
能
の
奴
隷
村
が
あ
つ

て
、
そ
の
村
が
、
お
寺
社
の
縁
日
、
祭
日
に
出
て
控
へ
て
ゐ
る

場
所
あ
り
。
後
に
経
済
上
の
こ
と
ば
と
な
り
、
座
と
い
ふ
。
座

は
神
事
、仏
事
に
関
し
て
行
ふ
時
、村
人
の
控
へ
る
場
所
。
こ
ゝ

に
控
へ
る
の
が
累
代
の
権
利
。
控
へ
る
人
が
い
つ
も
家
筋
、
村
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に
よ
つ
て
決
ま
つ
て
ゐ
る
。
普
通
村
を
基
準
と
し
て
、
ど
の
村

へ
ど
こ
へ
座
る
と
定
つ
て
ゐ
る
。
大
字
、
小
名
の
控
へ
ど
こ
ろ

が
定
つ
て
ゐ
て
神
事
の
市
の
や
う
な
も
の
。
市
の
事
に
あ
づ
か

つ
た
も
の
、
経
済
的
な
関
係
な
も
の
、
又
市
で
な
く
て
も
宮
寺

の
供
物
の
下
り
、
又
は
特
殊
な
宮
寺
に
関
係
深
い
縁
起
も
の
、

そ
の
外
、
そ
こ
へ
行
つ
て
来
た
し
る
し
を
貰
つ
て
来
る
。
つ
ま

り
市
と
共
に
、
宮
寺
の
―
―
今
な
ら
祭
り
の
時
に
村
人
が
出
て

手
伝
ふ
が
、
も
と
、
こ
の
宮
寺
に
直
属
の
一
種
の
売
買
行
為
を

す
る
。
そ
れ
の
控
へ
場
所
が
座
。
そ
れ
が
、
後
に
は
宮
寺
の
経

済
組
織
の
解
放
後
も
、団
体
を
も
つ
て
ま
と
ま
つ
て
ゐ
る
の
で
、

…
…
の
座
と
い
ゝ
、
銀
座
、
銅
座
…
…
の
町
の
感
じ
の
浮
か
ん

で
来
る
、
商
売
人
の
集
ま
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
。
そ
れ
が
一
方
へ

発
達
し
た
の
が
、
芸
能
の
座
で
、
座
り
場
所
、
控
へ
場
所
が
定

つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
座
。
そ
の
座
の
う
ち
に
わ
れ
〳
〵
は
空
想

的
に
考
へ
る
と
ま
づ
座
が
あ
つ
て
村
を
土
台
と
し
て
ゐ
る
と
す

る
一
つ
の
座
に
い
ろ
ん
な
役
を
す
る
も
の
が
ご
つ
た
に
ゐ
る
と

考
へ
る
。
能
の
し
て
、
わ
き
、
狂
言
、
皆
一
つ
の
座
に
ゐ
る
と

考
へ
や
す
い
。
一
つ
の
村
の
中
に
こ
め
ら
れ
て
暮
し
て
ゐ
る
も

の
と
い
ふ
事
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
本
当
の
と
こ
ろ
は
さ
う
で
な

い
ら
し
く
、
村
々
に
よ
つ
て
、
歴
史
に
よ
つ
て
、
ち
が
ふ
が
大

体
、
ち
が
つ
て
ゐ
る
。
本
芸
と
わ
き
芸
の
村
と
は
別
で
あ
る
。

本
座
と
わ
き
座　
　

同
じ
村
で
な
い
故
に
神
社
等
に
て
も
座
に

区
別
が
あ
つ
た
ら
し
い
。
本
座
に
対
し
て
わ
き
の
座
が
あ
つ
た

ら
し
い
。
田
楽
で
も
猿
楽
で
も
原
則
的
に
本
座
、新
座
等
あ
り
。

後
に
地
名
を
座
の
名
前
と
し
て
く
る
。
か
う
な
る
と
歴
史
が
わ

か
ら
な
く
な
る
。
私
は
本
座
、
新
座
等
は
も
と
は
本
座
と
わ
き

の
座
（
わ
き
と
狂
言
は
私
は
し
ば
ら
く
一
つ
と
し
て
お
く
）。

わ
き
の
座
が
次
第
に
発
達
し
て
新
座
が
発
達
し
て
来
た
と
思

ふ
。
わ
き
座
は
能
楽
ば
か
り
に
つ
く
の
で
な
く
、
ど
こ
へ
で
も

つ
く
事
が
出
来
る
。
た
と
へ
ば
、
田
楽
に
も
念
仏
に
も
出
か
け

て
行
つ
て
助
け
る
風
が
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。
そ
の
中
に
次
第

に
本
座
と
の
関
係
が
緻
密
に
な
り
、
本
座
と
同
じ
や
う
な
芸
を

演
ず
る
傾
向
に
な
る
。
す
る
と
本
座
に
対
し
て
新
座
と
呼
ば
ね

ば
あ
は
せ
な
く
な
る
。
故
に
わ
き
座
の
意
味
は
広
い
も
の
と
な

る
。
何
か
の
後
に
く
つ
つ
い
て
、
そ
こ
で
固
定
し
て
了
ふ
。

丁
度
、
ほ
や
が
岩
等
に
つ
い
て
変
化
し
て
了
ふ
の
と
同
じ
。
だ

か
ら
わ
れ
〳
〵
の
国
の
芸
能
の
上
で
は
、
存
外
融
通
自
在
の
芸

人
あ
り
。
す
る
と
そ
れ
に
対
し
て
、
わ
き
の
座
の
村
が
考
へ
ら

れ
る
。
こ
の
わ
き
の
座
の
村
が
何
ぼ
で
も
意
義
を
変
化
し
姿
を

か
へ
て
行
く
事
が
出
来
る
の
で
、
江
戸
に
な
る
と
こ
れ
か
ら
歌
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舞
伎
の
中
に
も
の
ま
ね
狂
言
尽
く
し
の
、
狂
言
と
い
ふ
歌
舞
伎

の
も
の
は
わ
き
の
座
の
芸
が
歌
舞
伎
に
ま
で
つ
い
て
行
つ
た
も

の
だ
と
思
ふ
。
こ
の
話
を
す
る
と
大
変
長
く
な
る
。

ま
づ
第
一
に
文
学
史
、
芸
能
史
を
や
る
人
で
今
の
う
ち
に
調
べ

る
べ
き
は
芸
人
の
村
の
分
布
と
、
そ
こ
で
や
つ
て
ゐ
る
芸
の
細

目
を
作
る
事
。
近
代
に
出
来
た
も
の
も
、
古
い
も
の
も
あ
る
。

空
想
し
て
ゐ
る
よ
り
沢
山
あ
る
。
や
つ
て
お
も
し
ろ
い
事
で
あ

る
。
つ
ま
り
日
本
の
芸
能
を
辿
つ
て
行
く
と
、
わ
き
の
座
の
村

は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
が
わ
か
る
。
万
才
で
も
普
通
の
伝
へ
は

尾
張
、
三
河
等
よ
り
万
才
が
出
て
来
る
。
す
る
と
才
三
市
が
江

戸
市
中
に
立
つ
。
こ
こ
へ
才
三
を
買
い
出
し
に
行
く
。
才
三
は

国
が
違
ふ
。
上
州
で
あ
る
。
そ
れ
を
買
い
出
し
て
万
才
と
才
三

と
一
組
に
な
つ
て
諸
所
を
め
ぐ
る
。
こ
れ
は
極
端
だ
が
、
多
く

は
才
三
と
万
才
は
便
利
故
に
一
つ
の
村
に
な
つ
て
ゐ
て
、
し
か

も
才
三
筋
と
万
才
筋
は
わ
か
れ
て
ゐ
る
。
も
と
は
村
が
別
で
あ

つ
た
と
い
ふ
認
識
が
日
本
の
芸
能
に
行
は
れ
て
ゐ
た
。

わ
き
座
の
村
は
ど
の
芸
を
も
本
芸
に
す
る
事
が
出
来
た
の
だ
と

申
し
て
よ
い
と
思
ふ
。
そ
れ
は
、
つ
ま
り
、
本
座
の
芸
と
い
ふ

も
の
は
、
単
純
に
考
へ
る
と
、
神
を
あ
ら
は
し
た
形
の
芸
で
あ

る
。
万
才
で
い
へ
ば
、
万
才
の
太
夫
、
神
楽
で
は
人
長
と
い
ふ
。

そ
れ
に
対
し
て
精
霊
を
あ
ら
は
し
た
芸
を
す
る
の
が
、才
の
男
。

才
男
よ
り
才
三
が
出
た
。

神
楽
で
見
る
と
人
長
と
才
男
（
万
才
の
、才
三
と
万
才
の
対
立
）

が
は
つ
き
り
わ
か
る
。
別
々
の
も
の
で
時
間
を
異
に
し
て
芸
を

や
る
中
に
人
長
と
才
男
と
絡
み
つ
い
て
や
る
。
そ
こ
に
も
わ
き

芸
と
本
芸
と
か
各
独
立
し
て
行
き
、
し
か
も
あ
る
場
合
に
は
絡

み
つ
い
て
行
は
れ
る
事
が
わ
か
る
。
祭
り
の
時
に
神
が
来
て
芸

を
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
へ
来
て
、
は
や
し
た
り
、
な
ど
す
る
、
も

ど
き
役
連
中
が
ゐ
る
。
ど
こ
の
祭
り
の
時
に
で
も
芸
能
の
行
は

れ
る
時
は
招
か
れ
て
行
つ
て
、
も
ど
き
、
ほ
め
た
り
す
る
。
と

こ
ろ
が
本
芸
と
関
係
が
緻
密
に
な
る
と
、
離
れ
な
く
な
り
、
ど

こ
へ
で
も
つ
く
も
の
は
少
く
な
り
、
わ
き
の
座
の
所
属
が
決
ま

る
。
ま
れ
に
は
も
と
の
形
で
□
□
□
□
□
ち
や
く
と
や
つ
て
、

ま
だ
自
由
な
形
を
残
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
つ
た
ら
う
。

こ
の
わ
き
芸
の
村
の
仕
事
は
、
何
か
と
云
ふ
と
、
地
狂
言
、
地

芝
居
を
調
べ
る
と
結
局
言
ひ
立
て
が
主
に
な
る
。
そ
れ
が
正
式

に
云
ふ
て
、
格
式
の
あ
る
言
ひ
方
で
は
つ
ら
ね
と
い
ふ
。
言
ひ

立
て
は
自
由
な
も
の
。
言
ひ
立
て
も
古
く
よ
り
あ
つ
て
本
格
の

こ
と
ば
で
あ
る
が
後
、
つ
ら
ね
よ
り
近
く
言
ひ
立
て
す
る
の
が

わ
き
芸
を
す
る
人
の
一
つ
の
役
。
お
ど
け
た
言
ひ
立
て
が
沢
山
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あ
る
。
そ
れ
が
狂
言
。
そ
の
狂
言
を
主
と
し
て
こ
と
ほ
ぎ
の
事

を
や
る
の
が
第
二
義
の
狂
言
。
た
と
へ
ば
、
ほ
か
ひ
、
こ
と
ほ

ぎ
が
口
で
い
ふ
だ
け
で
な
く
同
時
に
動
作
を
含
む
事
は
前
述
し

た
。

狂
言
と
い
ふ
事
は
そ
れ
。
口
で
言
ひ
立
て
す
る
ば
か
り
で
な
く

同
時
に
動
作
を
す
る
。
神
の
行
列
に
別
に
精
霊
の
行
列
が
練
り

込
む
。
太う

づ

秦ま
き

の
ま
だ
ら
神
の
祭
り
が
（
牛
祭
に
ま
だ
ら
神
と
い

ふ
も
の
が
出
て
来
る
。
非
常
に
卑
猥
な
言
ひ
立
て
を
す
る
。
名

高
い
牛
祭
の
才
の
男
）
こ
ん
な
の
あ
る
中
で
、
わ
き
座
の
村
の

や
る
仕
事
で
あ
る
。

鳳
来
寺
の
田
楽
と
猿
楽　
　

鳳
来
寺
は
主
と
し
て
式
楽
は
田
楽

ら
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
猿
楽
の
村
が
あ
る
。
鳳
来
寺
の
下
に

門
谷
と
い
ふ
部
落
あ
り
。
猿
楽
の
村
。
こ
こ
の
猿
楽
の
意
味
が
、

あ
る
時
代
の
猿
楽
の
意
味
が
は
つ
き
り
す
る
。
鳳
来
寺
の
猿
楽

の
中
心
は
猿
の
面
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
番
大
切
の
も
の
。
翁
は

意
味
が
変
は
つ
て
了
つ
て
三
番
叟
に
な
つ
て
ゐ
る
。
能
楽
が
勢

力
を
得
て
よ
り
、
在
来
の
村
々
の
猿
楽
の
翁
は
皆
次
第
に
新
猿

楽
に
ふ
く
ま
る
。
ど
こ
の
で
も
今
の
能
楽
以
外
に
出
な
い
□
□

□
と
能
楽
の
勢
力
が
強
か
つ
た
。
鳳
来
寺
の
地
狂
言
で
は
、
猿

が
本
体
で
、
翁
は
三
番
叟
と
な
つ
た
。
こ
れ
は
略
式
に
な
つ
て

了
つ
た
の
か
も
し
れ
ず
、
あ
る
ひ
は
翁
一
人
だ
け
で
演
出
を
守

つ
て
ゐ
る
の
か
。こ
れ
を
古
い
と
あ
ま
り
考
へ
る
と
騙
さ
れ
る
。

も
と
新
猿
楽
の
翁
と
同
じ
く
、
翁
、
千
歳
、
三
番
叟
と
三
つ
に

な
つ
て
ゐ
た
も
の
が
、
次
第
に
略
式
に
な
つ
た
も
の
と
見
る
の

が
本
当
で
あ
ら
う
。
地
狂
言
と
い
ふ
も
の
は
、
一
種
の
た
ま
ま

つ
り
、
た
ま
し
ひ
の
出
て
来
る
時
分
に
た
ま
ま
つ
り
を
す
る
。

門
谷
の
西
端
の
名
高
い
墓
場
が
あ
る
。
そ
の
塚
と
鳳
来
寺
の
山

へ
の
登
り
口
と
の
間
を
ば
往
復
す
る
。
塚
か
ら
そ
こ
ま
で
行
つ

て
戻
る
。
そ
の
中
間
に
十
王
堂
が
あ
る
。（
関
東
東
北
に
沢
山

あ
り
）。
十
王
堂
が
中
心
と
な
つ
て
ゐ
る
。
地
狂
言
は
古
塚
の

事
と
十
王
と
、
門
谷
の
村
を
東
へ
出
は
ず
れ
た
鳳
来
寺
の
地
元

と
三
つ
や
る
。
墓
よ
り
行
列
が
出
て
山
へ
行
く
。
□
（
空
欄
）

十
王
堂
の
と
こ
ろ
で
は
一
種
の
踊
り
を
や
る
。
そ
こ
ま
で
し
か

登
ら
ぬ
。
故
に
田
楽
に
つ
い
て
は
い
つ
□
（
空
欄
）
田
楽
と
猿

楽
と
別
に
な
つ
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
門
谷
は
後
世
に
常
に
下
つ
た

村
だ
と
考
へ
ら
れ
た
為
に
田
楽
を
高
く
□
（
空
欄
）

三
河
の
鳳
来
寺
は
行
き
や
す
い
と
こ
ろ
。
田
楽
と
猿
楽
と
残
つ

て
ゐ
る
と
こ
ろ
故
一
度
行
つ
て
も
良
い
と
思
ふ
。

沖
縄
の
狂
言　
　

ず
つ
と
飛
び
離
れ
た
、
沖
縄
に
は
日
本
の
鎌

倉
、
室
町
よ
り
交
渉
が
は
げ
し
く
な
つ
た
。
政
治
上
の
勢
力
の
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及
ぶ
強
さ
以
外
に
あ
る
。
沖
縄
の
狂
言
を
見
る
と
、
念
仏
に
つ

い
て
ゐ
た
狂
言
が
、沖
縄
で
根
を
お
ろ
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

本
格
の
念
仏
宗
は
沖
縄
へ
行
か
ず
、
狂
言
が
念
仏
宗
と
し
て
行

つ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
沖
縄
で
は
芝
居
ら
し
い
も
の
に
組
踊
り

あ
り
。
そ
の
も
の
は
村
々
で
行
は
れ
て
ゐ
る
村
踊
り
に
あ
る
。

主
に
盆
に
村
芝
居
を
や
る
。
こ
れ
よ
り
発
達
し
た
、
村
踊
り
の

中
の
狂
言
が
影
響
し
て
ゐ
る
。村
踊
り
は
村
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。

す
べ
て
の
芸
を
総
括
し
た
盆
の
時
に
、
死
ん
だ
人
の
霊
に
扮
装

し
て
出
て
来
て
い
ろ
ん
な
芸
を
や
る
。
村
に
あ
つ
た
す
べ
て
の

芸
を
総
括
し
た
も
の
。
日
本
の
隠
し
芸
を
宴
会
に
や
る
の
は
宴

会
に
招
か
れ
る
人
は
芸
能
を
せ
ね
ば
、
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
約
束

が
あ
る
。
こ
の
法
則
を
宴
会
に
学
ん
だ
も
の
。
沖
縄
の
村
踊
り

に
は
そ
ん
な
連
中
が
扮
装
し
て
出
て
来
て
芸
を
や
る
。
そ
の
中

第
二
に
や
る
芸
が
村
踊
り
よ
り
正
式
な
組
踊
り
に
変
化
し
て
行

く
も
と
の
も
の
、
こ
れ
を
朝
元
と
い
ふ
。
そ
の
朝
元
は
村
固
有

の
も
の
。
ど
こ
の
村
の
狂
言
と
て
村
に
よ
つ
て
皆
一
□（
空
欄
）

外
に
ど
こ
の
村
は
唐
手
が
上
手
だ
、
棒
か
、
ど
う
し
て
も
村
踊

り
で
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
狂
言
。
第
二
の
も
の
。

沖
縄
の
村
踊
り
は
、
歌
舞
伎
芝
居
に
も
考
ふ
べ
き
も
の
。
狂
言

を
行
ふ
時
に
大
抵
や
る
の
は
、
女
子
と
百
姓
の
お
ど
け
た
葛
藤

を
題
材
と
し
て
ゐ
る
。
結
局
よ
く
お
さ
ま
つ
て
了
ふ
。

日
本
の
よ
く
あ
る
、
や
る
ま
い
ぞ
〳
〵
の
形
か
、
平
伏
の
形
に

な
つ
て
了
ふ
。
葛
藤
で
く
ら
い
ま
つ
く
す
に
な
り
、
解
決
は
お

さ
ま
り
が
つ
い
て
了
ふ
。
こ
の
狂
言
と
い
ふ
も
の
は
少
く
と
も

沖
縄
の
村
芝
居
の
中
で
は
田
舎
の
も
の
で
な
し
に
さ
う
い
ふ
間

に
さ
し
は
さ
ん
で
来
た
大
和
の
念
仏
芸
人
の
も
つ
て
来
た
狂
言

を
さ
し
は
さ
ん
で
来
た
も
の
。
そ
の
狂
言
と
日
本
の
狂
言
、
そ

れ
と
古
さ
を
争
は
れ
て
、
京
の
壬
生
念
仏
の
三
つ
を
対
立
さ
せ

る
と
狂
言
の
系
統
が
わ
か
る
。（
沖
縄
の
狂
言
も
、
内
地
の
能

狂
言
の
も
と
の
形
か
。
結
局
狂
言
と
い
ふ
も
の
は
何
に
で
も
つ

く
事
が
出
来
る
。
わ
き
が
次
第
に
正
式
に
な
る
と
、
次
第
に
こ

れ
の
一
部
分
が
狂
言
ら
し
い
内
容
を
そ
な
へ
て
一
旦
栄
へ
て
く

る
。
そ
れ
が
念
仏
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
壬
生
念
仏
、

（
京
で
春
の
末
に
壬
生
そ
の
他
二
ヶ
所
行
は
れ
る
）
壬
生
狂
言

が
固
定
す
る
前
に
念
仏
聖
の
、
□
（
空
欄
）
念
仏
に
つ
い
た
わ

き
芸
の
も
の
が
持
つ
て
行
つ
た
。
こ
れ
奴
隷
宗
教
化
、
聖
の
形

の
も
の
が
持
つ
て
日
本
を
廻
り
、
沖
縄
へ
も
行
き
、
村
踊
り
の

狂
言
と
同
時
に
種
々
の
踊
り
を
作
つ
て
来
た
。
沖
縄
の
踊
り
は

万
才
の
踊
り
。
同
時
に
こ
の
万
才
は
念
仏
聖
、
そ
れ
は
更
に
一

種
の
自
由
な
、
融
通
無
碍
な
狂
言
の
伝
へ
た
芸
に
す
ぎ
な
い
。
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問
題　

狂
言

本
地
物
の
研
究

文
学
に
あ
ら
は
れ
た
童
話
の
研
究

近
代
文
学
の
特
殊
相（
室
町
よ
り
江
戸
へ
か
け
て
の
文
学
の
）

狂
言

昨
年
末
は
狂
言
の
形
の
農
村
に
う
ぶ
な
形
が
残
つ
て
ゐ
る
例
と

し
て
、
沖
縄
の
話
と
三
河
の
鳳
来
寺
の
地
狂
言
の
話
を
し
た
。

地
狂
言
と
い
ふ
こ
と
ば
、
地
芝
居
と
い
ふ
こ
と
ば
は
歌
舞
伎
狂

言
発
達
に
対
し
て
云
ひ
出
し
た
、
そ
の
土
地
根
生
い
の
も
の
。

中
央
の
標
準
的
も
の
以
外
に
一
つ
の
領
土
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の

と
い
ふ
自
信
を
も
つ
て
ゐ
る
。
中
央
に
対
抗
す
る
だ
け
の
自
信

を
常
に
「
地
」
に
も
つ
。
江
戸
唄
に
対
し
て
、
地
唄
と
い
ふ
が

如
く
。
地
芝
居
、
地
狂
言
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
か
く
地

芝
居
、
地
狂
言
の
名
は
併
行
し
て
ゐ
る
。
今
で
も
。

さ
ま
ざ
ま
な
狂
言　
　

狂
言
に
は
、
二
つ
の
重
な
つ
た
矛
盾
し

た
投
影
を
持
つ
て
ゐ
る
。
学
者
で
も
、
歌
舞
伎
狂
言
は
能
狂
言

を
通
し
て
発
達
し
た
と
考
へ
て
ゐ
る
。
ま
し
て
普
通
人
の
智
識

で
は
、
自
分
等
の
や
つ
て
ゐ
る
事
は
、
由
緒
が
あ
る
と
考
へ
た

が
る
。
そ
の
事
を
見
て
も
、『
狂
言
記
』
を
見
て
系
図
争
ひ
を

す
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
狂
言
だ
け
の
事
で
、
今
の
話
と
別

で
あ
る
が
、
由
緒
を
誇
り
た
が
る
。
地
狂
言
は
面
白
い
に
か
ゝ

は
ら
ず
、
平
凡
な
昔
の
も
の
、
又
は
現
在
行
は
れ
て
ゐ
る
も
の

よ
り
出
来
た
の
だ
と
言
ひ
た
が
る
。
地
狂
言
は
能
狂
言
と
同
じ

事
だ
と
云
ひ
、
能
狂
言
の
地
方
的
に
発
達
し
た
も
の
と
考
へ
、

や
つ
て
ゐ
る
事
は
歌
舞
伎
狂
言
そ
の
ま
ゝ
を
や
つ
て
ゐ
て
、
本

当
に
昔
の
も
の
を
や
つ
て
ゐ
な
い
。
来
歴
は
能
を
と
き
、
現
実

は
歌
舞
伎
狂
言
を
し
て
ゐ
る
。
地
狂
言
に
は
近
い
狂
言
、
古
い

狂
言
の
二
投
影
あ
り
。

さ
う
い
ふ
な
ら
ば
京
の
壬
生
の
念
仏
の
狂
言
、
踊
り
念
仏
等
い

ふ
も
の
が
別
に
あ
り
、
こ
の
系
統
の
地
狂
言
も
あ
る
。
そ
ん
な

も
の
と
中
へ
入
れ
て
考
へ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
れ
を
い
は

ぬ
の
は
、
本
当
の
歴
史
を
忘
れ
て
今
世
で
や
つ
て
ゐ
る
、
又
は

過
去
の
有
名
な
も
の
を
、
自
分
の
と
こ
ろ
に
取
り
込
む
。
そ
の

著
し
い
の
は
鳳
来
寺
狂
言
。
江
戸
幕
府
の
狂
言
役
者
が
盗
み
に

来
た
と
い
ふ
て
ゐ
る
。
し
か
も
、
百
年
位
は
歌
舞
伎
芝
居
を
や

つ
て
ゐ
た
。
ど
う
し
て
江
戸
の
狂
言
方
が
盗
み
に
来
る
も
の

か
。
空
想
で
あ
る
。
こ
ん
な
空
想
は
ど
こ
の
芸
人
も
も
つ
て
ゐ

る
。相
模
の
大
山
の
能
は
有
名
だ
が
少
し
も
変
は
つ
て
ゐ
な
い
。

昔
は
特
殊
で
あ
つ
た
の
が
だ
ん
〳
〵
能
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
こ
ゝ
で
も
遠
く
な
い
以
前
に
江
戸
の
能
役
者
が
盗
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み
に
来
た
と
い
ふ
。

狂
言
は
か
く
幾
通
り
も
あ
る
事
を
考
へ
て
も
ら
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
今
考
へ
て
ゐ
る
能
狂
言
以
外
の
も
の
沢
山
あ
り
。
別
途
に

発
生
し
た
も
の
多
し
。
能
狂
言
の
系
統
よ
り
出
た
と
い
へ
ぬ
の

に
後
に
は
、
能
狂
言
と
提
携
し
、
模
倣
す
る
に
至
つ
た
。
故
に

演
劇
史
研
究
は
歌
舞
伎
、
又
は
能
楽
よ
り
は
じ
め
、
歌
舞
伎
は

能
の
模
倣
、
又
は
能
狂
言
の
模
倣
だ
と
い
ふ
て
ゐ
る
。
そ
れ
も

筋
立
つ
て
云
ふ
た
人
は
少
な
い
。
云
つ
て
望
少
な
し
。

さ
う
い
ふ
地
狂
言
発
達
の
道
を
考
へ
る
と
能
狂
言
の
そ
れ
も
わ

か
る
。

狂
言
は
村
々
に
み
な
特
殊
な
も
の
を
必
ず
一
幕
だ
け
持
ち
、
そ

れ
を
挿
ん
で
前
後
に
演
芸
が
沢
山
あ
つ
た
。だ
か
ら
あ
る
神
事
、

仏
事
に
行
ふ
も
の
は
名
前
が
狂
言
で
も
芝
居
で
あ
つ
て
も
、
そ

の
中
に
本
当
に
狂
言
と
見
る
べ
き
部
分
は
一
つ
。
次
第
に
狂
言

の
部
分
が
お
も
し
ろ
が
ら
れ
て
来
る
と
、
狂
言
の
部
分
が
増
え

る
。

村
々
の
狂
言
と
い
ふ
も
の
は
、越
後
風
俗
問
状
答
（
北
越
月
令
）

屋
代
弘
賢
が
役
柄
を
利
用
し
て
好
古
癖
を
満
足
さ
せ
る
為
に
諸

大
名
、
代
官
所
に
問
状
を
廻
し
た
。
そ
し
て
年
中
行
事
を
問
ひ

合
せ
た
。
そ
の
問
状
に
答
へ
の
来
な
い
と
こ
ろ
も
あ
つ
た
。
そ

れ
に
風
俗
問
状
答
と
い
ひ
断
片
的
に
あ
る
。
出
羽
？
よ
り
越
後

へ
か
け
て
ぼ
さ
ま
と
て
琵
琶
弾
き
、
盲
僧
が
歩
く
。
そ
の
琵
琶

の
文
句
を
ば
答
へ
て
あ
る
。
ぼ
さ
ま
の
早
物
語
と
云
ふ
も
の
を

書
い
て
ゐ
る
。
歌
の
方
で
は
早
歌
と
い
ふ
も
の
ゝ
形
を
琵
琶
で

や
る
。
早
歌
は
言
ひ
立
て
文
句
で
、
つ
ら
ね
ぜ
り
ふ
と
い
ふ
も

の
で
あ
る
。
外
郎
売
等
す
る
つ
ら
ね
ぜ
り
ふ
に
す
ぎ
な
い
故
に

自
然
口
早
に
な
る
。
そ
れ
が
早
歌
、
は
や
う
た
で
あ
る
。
そ
れ

を
早
物
語
と
い
ふ
。
琵
琶
盲
僧
が
経
を
唱
へ
な
が
ら
琵
琶
で
弾

く
。
地
神
経
等
の
済
ん
だ
後
に
早
物
語
を
語
る
。
滑
稽
の
も
の
。

こ
の
月
令
に
た
つ
た
一
つ
歌
舞
伎
に
大
切
な
口
早
文
句
あ
り
。

武
蔵
の
国
の
足
立
郡
に
中
村
屋
勘
三
郎
あ
り
。
芸
能
に
達
し
て

動
い
て
ゐ
た
。
神
も
感
応
し
て
、
助
け
ら
れ
た
。
或
時
、
木
に

成
り
物
が
沢
山
出
来
た
。
そ
の
成
り
具
合
を
早
口
に
云
ふ
た
。

こ
れ
は
つ
ま
ら
ん
話
だ
が
、
江
戸
の
猿
若
座
の
歴
史
の
第
一
に

出
て
く
べ
き
大
切
な
材
料
。
中
村
勘
三
郎
は
出
処
不
明
。
知
つ

て
ゐ
て
も
隠
し
、
忘
れ
も
す
る
。
ど
の
道
芸
人
は
特
殊
部
落
で

あ
る
。
中
村
勘
三
郎
を
中
村
屋
と
い
ふ
。
こ
れ
が
歌
舞
伎
芝
居

の
縁
起
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
根
も
葉
も
な
い
や
う
な
事
で

あ
る
が
、
却
つ
て
信
ぜ
ら
れ
る
。
ま
づ
武
蔵
の
北
足
立
郡
あ
た

り
に
居
つ
た
事
は
考
へ
ら
れ
る
。ど
う
し
て
村
に
住
み
着
く
か
。
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先
の
時
間
に
さ
う
い
ふ
連
中
が
、
祭
り
が
あ
る
と
、
寺
社
へ
来

て
、
控
へ
て
ゐ
る
処
が
座
で
あ
る
。
仮
に
中
村
と
い
ふ
村
が
あ

つ
て
そ
こ
の
芸
人
ど
も
が
神
事
、
仏
事
の
関
係
よ
り
中
村
座
が

出
来
た
と
す
る
と
、
村
が
座
を
作
る
。
村
と
座
と
が
同
じ
も
の

に
な
つ
て
来
る
。
芸
人
の
団
体
の
生
活
に
も
一
つ
ち
が
つ
た
も

の
あ
り
。
古
く
は
一
つ
に
か
た
ま
つ
て
特
殊
部
落
を
作
つ
て
ゐ

る
。
そ
れ
が
か
た
ま
つ
て
く
る
と
村
の
中
に
一
種
の
そ
ぶ
り
し

た
特
殊
民
が
出
て
来
る
。
つ
ま
り
村
は
づ
れ
に
箕
や
竹
の
籠
を

作
つ
て
ゐ
る
家
が
あ
り
、
町
の
中
に
床
屋
が
あ
り
、
肉
屋
や
靴

屋
が
あ
る
。

―
東
京
で
は
良
民
が
や
つ
て
ゐ
る

―
そ
ん
な

も
の
ゝ
外
、
番
太
等
み
な
特
殊
分
裂
し
た
も
の
で
、
も
と
は
特

殊
団
体
の
村
よ
り
集
つ
て
来
て
、
村
に
附
属
さ
し
て
お
く
。
山

番
、
隠
亡
等
い
ふ
も
の
が
そ
の
適
切
な
例
。

　
　

山
か
げ
や
身
を
養
は
ん
瓜
畠　
　
　

芭
蕉

近
年
ま
で
山
番
の
村
よ
り
、山
番
を
雇
つ
て
来
て
村
に
置
い
た
。

隠
亡
も
隠
亡
の
村
が
あ
る
。
昔
は
こ
ゝ
ま
で
身
を
お
と
し
た
ら

身
が
上
ら
な
か
つ
た
故
で
あ
る
。
今
で
は
職
業
と
身
の
素
性
を

ち
が
つ
て
ゐ
る
事
を
知
つ
て
ゐ
る
。
明
治
維
新
四
民
平
等
と
し

た
ら
新
平
民
と
い
ひ
、
水
平
民
と
い
ひ
、
特
殊
部
落
等
と
い
つ

て
も
皆
、
軽
蔑
語
。

隠
亡
や
山
番
は
特
殊
な
村
よ
り
雇
つ
て
来
る
の
で
あ
る
。

隠
亡
は
下
級
の
念
仏
聖
の
団
体
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
風
で
狂
言

の
役
者
と
い
ふ
も
の
が
村
々
に
出
来
て
来
る
。
村
々
の
祝
福
の

芸
能

―
村
々
の
農
作
を

―
の
う
ち
一
番
喜
ば
れ
、
親
し
み

の
強
い
部
分
は
狂
言
の
役
者
で
、
そ
れ
が
隠
亡
の
如
く
山
番
の

如
く
、
紺
屋
の
如
く
、
村
々
に
附
属
し
て
ゐ
た
。
団
体
的
に
歩

い
て
来
る
祝
言
職
人
の
一
部
分
が
根
を
下
し
て
行
く
。
村
で
は

大
仕
掛
け
な
芸
能
の
興
行
が
出
来
ぬ
為
に
、
そ
の
中
の
大
切
な

部
分
だ
け
取
り
残
し
て
お
く
。
だ
か
ら
、
田
舎
へ
行
く
と
芸
能

団
体
が
少
し
づ
ゝ
つ
い
て
ゐ
、
し
か
も
大
き
な
も
の
も
あ
る
。

近
松
の
雪
女
（
編
者
注
、
雪
女
五
枚
羽
子
板
）
を
見
る
と
、
も

と
よ
り
だ
ん
じ
り
囃
子
に
文
句
が
あ
つ
た
藤
内
太
郎
次
郎
等
い

ふ
も
の
を
と
つ
た
の
で
あ
る
。藤
内
と
い
ふ
の
は
特
殊
で
あ
る
。

芸
能
を
や
る
非
人
で
あ
る
。
特
殊
で
あ
る
。
浄
瑠
璃
の
上
で
は

き
れ
い
に
な
つ
て
ゐ
る
。
事
実
、
藤
内
と
い
ふ
の
は
特
殊
で
藤

内
の
村
あ
り
。
又
、
村
を
離
れ
て
大
き
な
家
に
附
屬
し
て
ゐ
る

藤
内
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
。
肋
骨
が
一
本
足
り
な
い
と
言
ふ
て

ゐ
る
。
十
本
の
内
一
本
足
り
ぬ
故
。

藤
内
は
処
々
に
あ
る
。
神
楽
の
芸
人

―
民
間
で
い
ふ
の
は
御

師

―
神
楽
師
を
中
心
と
し
て
用
ふ
芸
が
神
楽
。
普
通
、
社
以
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外
で
舞
ふ
て
ゐ
る
神
楽
は
獅
子
舞
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
神
楽
に
も
神
楽
の
村
が
沢
山
あ
り
。
村
と
村
に
一
、
二
軒

つ
い
て
ゐ
る
事
が
あ
る
。
神
楽
村
が
あ
る
傍
ら
村
に
神
楽
を
す

る
も
の
あ
り
。
村
の
中
に
附
属
し
て
村
よ
り
下
め
に
見
ら
れ
て

ゐ
る
。
特
殊
な
芸
能
人
あ
り
。
も
と
村
中
の
一
番
大
家
に
つ
い

て
ゐ
た
も
の
に
ち
が
ひ
な
い
。
そ
の
外
の
も
の
は
、家
が
増
え
、

家
も
よ
つ
た
か
芸
能
の
も
の
、
下
り
職
の
も
の
は
い
つ
ま
で
も

村
に
付
属
し
て
ゐ
る
。

穢
多
は
、
牛
馬
の
死
骸
に
触
れ
た
の
で
き
ら
は
れ
た
が
職
と
し

た
ら
、
芸
人
よ
り
上
か
も
知
れ
ぬ
。
芸
能
人
は
い
や
し
い
も
の

と
思
は
れ
て
ゐ
た
。
と
こ
ろ
が
芸
能
だ
け
は
特
殊
を
師
道
に
し

て
叱
り
と
ば
し
な
が
ら
教
は
つ
て
ゐ
る
。

で
、
村
で
村
の
中
に
特
殊
な
人
が
や
つ
て
居
り
な
が
ら
、
そ
の

芸
は
良
民
の
や
る
や
う
に
な
る
。
歴
史
的
に
見
て
低
い
と
こ
ろ

よ
り
お
こ
つ
た
芸
を
武
家
が
や
る
ご
と
き
。
宴
曲
、
以
前
の
白

拍
子
、
下
つ
て
田
楽
、
猿
楽
な
ど
特
殊
で
あ
る
の
に
芸
だ
け
や

る
人
に
は
貴
族
や
皇
族
が
交
じ
る
。
だ
か
ら
村
方
の
狂
言
は
必

ず
し
も
、
特
殊
が
や
る
と
は
云
へ
ぬ
。
村
々
の
事
情
が
異
な
る

故
に
か
は
つ
た
伝
説
風
習
が
起
つ
て
ゐ
る
故
に
、
一
概
に
は
云

へ
ぬ
。
特
殊
が
村
に
ゐ
て
、
し
か
も
他
村
へ
狂
言
を
か
せ
ぎ
に

行
く
事
も
あ
る
。
村
々
附
属
し
て
ゐ
る
芸
能
の
賤
民
と
い
ふ
も

の
は
、
ま
づ
豪
族
の
ゐ
る
村
に
は
豪
族
の
所
属
と
し
て
あ
つ
た

に
ち
が
ひ
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
時
代
は
そ
ん
な
に
古
く
な

い
と
思
ふ
。
さ
う
い
ふ
事
が
起
つ
て
来
る
事
情
は
外
に
あ
る
。

社
寺
の
精
霊
は
神
事
、
仏
事
に
出
る
。
村
々
の
子
孫
だ
と
か
山

人
だ
と
と
か
い
ふ
も
の
ゝ
形
が
後
に
な
る
と
村
々
に
狂
言
の
家

が
つ
い
て
ゐ
る
形
に
な
つ
て
来
る
。

大
体
、
普
通
の
能
狂
言
と
歌
舞
伎
狂
言
と
通
じ
て
狂
言
を
す
る

賤
民
が
村
に
断
片
的
に
附
属
し
て
住
ん
だ
と
い
ふ
暗
示
だ
け
を

云
ふ
た
と
思
ふ
。

猿
楽
の
中
か
ら
何
故
田
楽
の
中
で
…
…
狂
言
が
離
れ
た
か
。
そ

の
事
実
で
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
能
楽
に
つ
い
て
ゐ
る
狂
言
も

次
第
に
新
作
が
加
は
つ
て
ゐ
る
と
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
事
実
、

新
作
能
が
江
戸
に
な
つ
て
も
沢
山
あ
る
や
う
に
狂
言
も
作
ら
れ

て
ゐ
る
。
そ
れ
を
知
つ
て
ゐ
な
が
ら
能
は
室
町
、
狂
言
も
室
町

と
考
へ
て
ゐ
る
。
区
別
が
つ
か
ぬ
故
、
能
に
は
書
物
あ
れ
ど
、

末
日
番
な
ど
に
な
る
と
、新
作
だ
と
い
ふ
事
が
は
つ
き
り
す
る
。

狂
言
で
は
新
し
い
も
の
が
あ
る
に
ち
が
ひ
な
い
が
、
区
別
が
立

た
ぬ
。
部
分
的
に
新
古
あ
れ
ば
し
か
た
な
し
。
狂
言
の
方
は
も

一
つ
そ
の
あ
る
曲
の
新
古
を
分
つ
事
が
む
つ
か
し
い
。
け
れ
ど
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も
こ
れ
は
頭
へ
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
時
代
〳
〵
に
よ
つ

て
能
も
新
作
が
ぼ
つ
〳
〵
時
代
の
好
み
に
あ
ふ
や
う
に
、
謡
が

新
作
さ
れ
て
来
た
。
昔
は
さ
う
高
尚
で
な
い
故
に
か
な
り
当
時

の
気
持
に
あ
つ
た
の
が
入
つ
て
ゐ
る
。
近
代
的
な
も
の
に
古
風

な
着
物
を
着
せ
た
も
の
多
し
。
わ
れ
〳
〵
が
万
葉
ぶ
り
の
歌
を

作
る
の
と
同
じ
。
さ
う
し
な
け
れ
ば
歌
で
な
く
な
る
故
に
形
式

と
内
容
妥
協
あ
り
。
目
の
光
ら
ぬ
人
が
見
る
と
特
別
に
新
し
い

一
団
を
な
し
て
ゐ
、
な
け
れ
ば
わ
か
ら
ん
が
目
を
光
ら
せ
て
見

る
と
近
代
的
な
事
と
擬
古
的
な
表
現
体
を
用
ゐ
て
ゐ
る
事
が
わ

か
る
。
狂
言
に
な
る
と
最
も
さ
う
で
あ
る
。

狂
言
に
は
台
本
と
い
ふ
も
の
が
定
ま
ら
な
い
。
謡
だ
つ
て
、
定

ま
ら
ぬ
と
い
へ
ば
い
へ
る
け
れ
ど
も
、
狂
言
は
定
ま
ら
ぬ
。
幸

田
氏
の
も
国
民
文
庫
の
を
見
て
も
大
蔵
、
和
泉
、
鷺
三
流
の
狂

言
は
趣
味
は
似
て
ゐ
る
が
こ
と
ば
、
対
話
が
自
由
で
あ
る
。
今

ち
が
つ
て
ゐ
る
の
は
統
一
が
つ
い
て
来
て
の
ち
の
し
か
も
ち
が

つ
て
ゐ
る
点
で
あ
る
。
各
流
で
勝
手
に
狂
言
を
新
作
し

―
必

ず
類
型
に
よ
つ
て
、
新
し
い
題
材
を
少
し
入
れ
て
来
て
ゐ
る
だ

け

―
□
か
新
狂
言
は
流
々
に
よ
り
、
又
一
つ
の
流
で
も
ふ
え

て
来
た
も
の
。
そ
れ
が
室
町
、
織
田
、
豊
臣
時
代
の
詞
で
云
ふ

て
ゐ
た
古
い
狂
言
を
書
き
留
め
た
こ
と
ば
に
よ
つ
て
時
代
の
こ

と
ば
を
い
ひ
な
ほ
し
て
ゐ
る
の
で
古
め
か
し
く
見
え
る
。

故
に
私
は
狂
言
に
よ
つ
て
室
町
の
文
法
を
出
す
の
は
こ
と
に
危

険
だ
と
思
ふ
。
大
体
室
町
の
も
の
で
さ
う
か
は
り
は
な
い
と
見

ら
れ
て
ゐ
る
が
、
危
な
い
。
狂
言
は
や
る
人
が
字
の
な
い
人
で

あ
る
。
故
に
古
い
こ
と
ば
の
あ
ら
は
し
方
で
い
ふ
て
来
る
。
昔

に
翻
訳
し
や
す
い
こ
と
ば
ば
か
り
で
あ
る
。
例
へ
ば
狂
言
の
う

ち
に
は
、奴
狂
言
と
も
云
ふ
べ
き
能
狂
言
あ
り
。
そ
の
狂
言
は
、

後
ま
で
分
化
し
て
残
つ
て
ゐ
る
の
は
、
の
ろ
ま
人
形
の
台
本
に

残
つ
て
ゐ
る
。
奴
狂
言
と
見
な
し
て
よ
い
の
は
沢
山『
狂
言
記
』

に
見
え
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
ほ
ゞ
江
戸
に
な
つ
て
出
来
た
も
の
に

ち
が
ひ
な
い
。
大
体
擬
古
文
で
あ
る
。
こ
の
中
に
奴
こ
と
ば
が

出
て
来
る
。
こ
と
ば
は
古
め
か
し
い
が
、緻
密
に
な
つ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
新
味
も
。

さ
う
い
ふ
風
に
新
し
い
も
の
あ
り
。
こ
れ
は
固
つ
て
新
作
せ
ら

れ
た
の
で
な
く
、
ぼ
ち
〳
〵
時
勢
に
応
じ
て
お
も
し
ろ
く
芸
能

人
の
間
に
□
ま
せ
ら
れ
て
来
る
。

今
云
つ
た
や
う
な
奴
狂
言
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
は
、
す
べ
て
の

芸
能
は
、
お
と
な
し
や
か
な
芸
能
で
荒
事
趣
味
を
か
け
た
奴
芸

あ
り
。
狂
言
に
も
そ
な
は
る
そ
の
系
統
を
の
ち
ま
で
残
し
た
の
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が
、
の
ろ
ま
人
形
で
あ
る
。
今
佐
渡
に
は
今
も
残
つ
て
ゐ
る
。

文
弥
節
と
共
に
。

―
未
刊
随
筆
中
に
あ
り
。

し
て
、
あ
と
等
が
狂
言
で
は
決
ま
つ
て
ゐ
る
が
、
の
ろ
ま
で
は

皃
色
で
定
つ
て
ゐ
る
、
役
割
も
。

の
ろ
ま
の
研
究

未
刊
随
筆
百
種
（
巻
三
）「
迂
鈍
」
と
い
ふ
名
前
の
本
あ
り
。

こ
れ
が
室
町
の
人
形
の
脚
本
で
あ
る
。
此
処
に
残
つ
て
ゐ
る
の

は
た
ら
ふ
く
大
尽
、
水
鏡
、
う
か
れ
夷
、
大
法
印
、
く
ら
ま
詣
、

五
番
載
つ
て
ゐ
る
。大
体
の
気
持
が
お
目
出
度
い
も
の
で
あ
る
。

の
ろ
ま
人
形
は
今
の
ふ
く
さ
人
形
の
類
に
属
す
る
。

指
で
使
ふ
人
形
の
式
の
も
の
で
あ
る
、
根
本
の
形
は
。
と
こ
ろ

が
の
ろ
ま
人
形
の
起
つ
た
に
つ
い
て
は
、本
当
の
定
説
は
な
い
。

昔
か
ら
の
説
は
伝
説
で
あ
る
。
野
呂
松
勘
兵
衛
の
や
つ
た
人
形

故
、
の
ろ
ま
と
い
ふ
と
い
ふ
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
の
ろ
ま
人
形

は
起
原
を
新
し
く
見
る
人
と
古
く
見
る
人
と
あ
り
。
私
は
名
前

は
新
し
か
つ
た
に
し
ろ
、
事
実
は
割
に
古
い
も
の
だ
と
思
ふ
。

こ
れ
は
狂
言
と
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
て
、
非
常
に
新
し
く
な

つ
て
ゐ
る
。
仕
立
て
は
古
い
が
。
こ
れ
は
鬼
七
福
神
を
扱
ふ
も

の
で
前
日
読
ん
だ
の
と
似
て
ゐ
る
。
私
の
云
ひ
た
い
事
は
、
の

ろ
ま
人
形
は
ど
う
し
て
出
来
た
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
ま
づ
の

ろ
ま
人
形
だ
け
に
つ
い
て
私
だ
け
の
成
立
を
論
じ
て
み
た
い
。

ま
だ
よ
く
ま
と
ま
つ
て
ゐ
な
い
で
何
れ
か
へ
ね
ば
な
る
ま
い
と

思
ふ
。

こ
れ
を
見
て
、
ど
ん
な
も
の
で
も
同
じ
も
の
は
出
て
来
ぬ
が
、

日
本
の
芸
能
の
上
で
は
い
つ
も
同
じ
時
代
又
は
ち
が
つ
た
時
代

に
同
じ
文
学
の
上
、
ち
が
つ
た
文
学
の
上
に
同
じ
形
が
出
て
来

る
。

そ
の
点
は
室
町
、
江
戸
の
通
史
の
上
で
や
る
か
、
室
町
と
江
戸

と
は
時
代
は
ち
が
ふ
が
そ
の
間
の
芸
能
文
学
が
皆
一
つ
の
進
み

方
を
し
て
ゐ
る
姿
が
見
え
る
故
に
、
常
に
室
町
、
江
戸
を
振
り

返
つ
て
話
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
こ
れ
ま
で
一
年
間
皆

を
あ
く
び
さ
せ
た
。

こ
れ
を
見
て
思
ひ
出
し
て
も
ら
ひ
た
い
の
は
、
黄
表
紙
。
こ
れ

は
赤
本
、
黒
本
に
比
す
る
と
そ
の
成
立
は
よ
く
わ
か
つ
て
ゐ

る
。
そ
れ
は
、
赤
黒
本
は
子
供
に
読
ま
せ
る
も
の
で
、
室
町
の

御
伽
草
紙
の
ご
く
低
い
も
の
で
、
御
伽
草
紙
を
読
み
切
る
事
の

出
来
ぬ
も
の
に
読
ま
せ
る
も
の
で
、
御
伽
を
も
つ
と
つ
ま
ら
な

く
わ
か
り
や
す
く
し
た
。
そ
の
中
に
青
表
紙
を
出
し
、
黄
表
紙

を
生
ん
で
来
た
。
青
表
紙
よ
り
黄
表
紙
に
か
は
つ
て
来
る
経
路

に
、
だ
ん
〳
〵
か
は
つ
て
来
た
事
は
内
容
が
大
人
の
弄
物
と
な
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つ
た
。
大
人
が
、
江
戸
の
通
人
ぶ
つ
た
人
、
粋
人
、
粋
士
が
何

故
子
供
の
読
み
物
を
喜
ん
で
読
ん
だ
。
之
、
疑
ひ
も
な
く
世
間

を
馬
鹿
に
し
た
気
が
あ
る
為
で
あ
る
。
世
人
よ
り
馬
鹿
な
奴
が

世
人
を
馬
鹿
に
し
て
ゐ
る
の
で
、今
の
学
者
と
同
じ
事
で
あ
る
。

江
戸
で
は
作
家
の
階
級
と
読
者
の
階
級
が
近
寄
り
や
す
い
。

自
分
が
作
つ
て
読
ま
せ
る
。
仲
間
に
も
。
読
者
の
階
級
を
広
げ

な
い
の
が
江
戸
の
特
質
。
？

一
方
に
商
売
人
が
あ
り
、
作
者
に
商
売
気
が
あ
る
の
で
、
こ
の

反
対
の
風
も
あ
る
が
、自
分
の
仲
間
に
の
み
読
ま
せ
る
風
あ
り
。

何
と
き
つ
い
も
の
か
と
い
ふ
類
で
作
者
が
常
に
皃
を
出
し
て
ゐ

る
。

さ
う
い
ふ
風
に
人
を
馬
鹿
に
し
て
同
輩
の
者
が
同
じ
く
楽
し
む

も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
、
日
本
文
章
の
御
伽
、
赤
本
、
黒
本
、

青
本
を
こ
え
て
、
黄
表
紙
に
来
て
定
つ
た
一
種
の
皮
肉

―
私

は
皮
肉
と
は
許
さ
な
い
が

―
そ
の
他
に
も
や
は
り
か
う
い
ふ

種
類
の
も
の
多
し
。
洒
落
本
と
人
情
本
と
比
す
る
と
彼
は
こ
れ

で
あ
る
。

人
情
本
は
大
衆
的
に
挑
発
的
に
な
る
。
洒
落
本
に
は
書
き
方
は

小
さ
く
固
定
し
て
ゐ
る
が
小
さ
く
見
識
を
も
つ
。

洒
落
本
の
出
来
て
来
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
れ
が
あ
る
。
つ
ま
ら
ぬ

評
判
記
よ
り
発
達
し
て
漢
学
書
生
の
か
う
を
経
た
儒
者
の
片
手

間
の
遊
び
も
の
か
ら
転
じ
て
洒
落
本
が
出
た
。

漢
学
者
、
ご
く
幼
稚
な
形
を
学
び
な
が
ら
、
女
人
を
馬
鹿
に
し

て
ゐ
る
。
そ
し
て
自
分
が
馬
鹿
に
な
つ
て
ゐ
る
事
を
気
が
つ
か

ぬ
。
三
馬
が
そ
の
手
本
。
賢
い
人
で
あ
る
が
、
わ
れ
〳
〵
よ
り

見
れ
ば
底
抜
け
の
大
馬
鹿
で
あ
る
が
、
書
い
て
ゐ
る
事
は
か
く

こ
れ
こ
れ
が
大
衆
的
に
な
る
と
一
九
の
や
う
に
な
る
人
は
よ
い

け
れ
ど
も
、
通？

の
文
が
多
く
な
り
、
滑
稽
が
誤
解
せ
ら
れ
て
来

る
。

か
く
世
間
に
行
は
れ
て
ゐ
る
一
番
低
い
読
み
物
、
芸
能
の
形
を

使
つ
て
し
か
も
自
分
は
世
間
で
一
番
高
い
位
置
に
居
る
と
思
ふ

人
等
が
そ
の
形
式
の
中
で
い
ろ
ん
な
皮
肉
や
当
て
込
み
や
、
う

が
ち
を
云
ふ
た
り
す
る
。

そ
れ
が
非
常
に
お
も
し
ろ
い
。
何
も
か
も
飽
い
て
了
ふ
と
、
そ

こ
へ
行
つ
て
了
ふ
。
世
間
を
小
馬
鹿
に
し
た
。
そ
う
な
つ
て
了

ふ
。
の
ろ
ま
人
形
の
台
本
を
見
る
と
そ
の
気
分
が
多
い
。

の
ろ
ま
人
形
は
ど
ん
な
も
の
か
。
私
は
普
通
の
指
人
形
、
い
は

ゆ
る
手
す
り
に
か
か
つ
た
―
―
操
座
の
舞
台
の
か
ま
へ
か
ら
、

操
人
形
の
事
を
て
す
り
と
い
ふ
―
―
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て

も
人
形
は
あ
る
箱
の
中
で
つ
か
は
れ
た
事
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
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が
こ
の
操
り
座
の
舞
台
の
形
は
疑
ひ
も
な
く
首
に
掛
け
て
歩

く
人
形
芝
居

の
形
で
あ
る
。

わ
れ
〳
〵
は
人

形
遣
ひ
は
箱
か
ら
手
を
出
し

て
使
つ
て
ゐ
る
と
思
ふ
の
は

が
廃
れ
て
後
で
あ
る
。
か
う

い
ふ
も
の
が
諸
国
を
歩
く
一
種
の
下
級
の
宗
教
と
芸
能
と
を
も

つ
て
歩
き
、
神
仏
の
縁
起
を
語
り
、
人
形
を
ま
は
し
て
行
つ
た

と
い
ふ
事
は
い
へ
る
。
そ
れ
が
次
第
に
発
達
し
て
か
う
い
ふ
舞

台
ま
で
来
た
。
の
ろ
ま
は
こ
れ
の
発
達
し
た
も
の
で
、
て
す
り

の
人
形
の
退
化
し
て
小
さ
く
な
つ
た
も
の
で
な
い
。
首
へ
掛
け

て
歩
く
箱
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
箱
を
使
つ
た
人
形
遣
ひ
の
人
形

よ
り
発
達
。
こ
の
連
中
が
ふ
く
さ
人
形
の
形
を
と
つ
て
来
た
。

の
ろ
ま
人
形
は
首
が
役
の
名
前
で
あ
る
。
淡
路
で
も
文
楽
で
も

首
に
名
が
つ
い
て
ゐ
る
。

首
に
名
前
が
あ
る
。
の
ろ
ま
で
一
番
よ
く
目
に
つ
く
の
は
青
赤

と
い
ふ
人
形
で
あ
る
。
青
は
一
番
人
形
芝
居
の
中
で
古
さ
を
残

し
て
ゐ
る
。
文
楽
の
人
形
の
中
一
人
遣づ

か

ひ
の
も
の
が
あ
る
。
黒

子
を
ぬ
げ
な
い
連
中
が
一
人
で
遣
ふ
も
の
で
あ
る
。
で
こ
人
形

と
今
い
ふ
て
ゐ
る
。

―
も
と
で
こ
と
は
、
広
い
名
前
で
あ
つ

た
。
皆
青
い
皃か

ほ

を
し
て
ゐ
る
。
ご
く
単
純
に
皃
で
役
が
決
ま
る
。

芝
居
の
立
役
女
形
、
□
□
形
等
と
決
ま
つ
て
ゐ
る
の
と
同
じ
事

で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
の
の
ろ
ま
人
形
の
発
達
は
こ
ゝ
に
あ
る
。

通
人
等
が
か
う
い
ふ
人
形
を
座
敷
芸
に
し
た
。
て
す
り
人
形
を

座
敷
芸
に
し
た
の
で
は
な
く
し
て
、
世
の
中
で
い
ふ
傀
儡
師
と

い
ふ
人
形
（
文
学
だ
け
の
こ
と
ば
で
ほ
と
ん
ど
使
は
ぬ
）
を
も

つ
て
町
で
子
供
を
集
め
て
見
せ
た
芸
で
あ
る
。
宗
教
的
な
辻
芸

が
そ
こ
ま
で
落
ち
て
来
て
、
宗
教
色
彩
を
失
つ
て
、
子
供
だ
け

が
楽
し
む
芸
と
な
つ
た

こ
れ
を
乙
だ
と
し
て
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
使
ふ
台

本
が
次
第
〳
〵
に
出
来
て
来
た
。
そ
の
台
本
が
ど
ん
な
も
の
で

あ
つ
た
か
。は
じ
め
の
の
ろ
ま
に
な
る
前
か
ら
、な
つ
て
後
、今
、

読
ん
だ
様
な
後
の
の
ろ
ま
人
形
の
台
本
に
な
る
ま
で
に
ど
う
変

化
し
た
か
考
へ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
の
台
本
を
見
る
と
著

し
く
狂
言
の
中
の
歌
舞
伎
風
な
表
現
と
似
て
ゐ
る
。
一
体
の
ろ

ま
人
形
と
い
ふ
も
の
は
、
い
は
ゞ
江
戸
趣
味
の
生
粋
と
も
い
ふ

べ
き
、
混
じ
り
け
の
な
い
江
戸
こ
と
ば
の
入
つ
て
ゐ
る
も
の
。

狂
言
の
中
へ
時
々
江
戸
の
洗
練
せ
ら
れ
た
こ
と
ば
で
悪
態
を
云

ひ
、皮
肉
を
云
ふ
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
。
芝
居
の
狂
言
が
普
通
、

能
狂
言
よ
り
出
た
と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
私
は
能
狂
言
と
の
関
係

は
比
較
的
は
じ
め
浅
く
て
、
後
ほ
ど
濃
厚
に
な
つ
て
来
た
。
し

か
し
こ
れ
は
か
う
い
ふ
事
で
あ
る
。

―
あ
る
狂
言
は
あ
る
村



で
発
達
し
て
ゐ
、
あ
る
も
の
は
あ
る
村
で
発
達

―
古
い
ま
ゝ

の
も
の
は
能
狂
言
の
ま
ゝ
で
発
達
し
、
発
達
し
た
も
の
は
歌
舞

伎
の
形
の
も
と
ゝ
な
つ
た
。
そ
の
間
に
歴
史
が
見
ら
れ
る
。
と

い
ふ
の
は
根
本
が
ち
が
ふ
。
村
の
狂
言
の
み
は
特
殊
で
な
け
れ

ば
い
け
ぬ
。
狂
言
と
し
て
の
意
味
は
同
じ
い
が
出
発
点
が
ち
が

ふ
故
に
歌
舞
伎
狂
言
と
能
狂
言
は
ち
が
ふ
。
普
通
の
能
狂
言
と

地
狂
言
と
は
じ
め
か
ら
同
じ
で
あ
る
と
は
決
し
て
い
へ
な
い
。

皆
変
つ
た
と
こ
ろ
を
も
つ
て
ゐ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
間
に
互
に

芸
能
の
交
換
が
行
は
れ
た
。
歌
舞
伎
狂
言
と
浄
瑠
璃
物

―
竹

本
も
の
が
芝
居
に
入
り
、
芝
居
の
も
の
が
少
数
乍
ら
浄
瑠
璃
に

入
つ
た
。さ
う
い
ふ
風
な
事
は
狂
言
だ
け
の
上
に
は
な
か
つ
た
。

そ
れ
は
能
狂
言
は
能
に
伴
つ
た
為
に
格
式
が
高
い
も
の
と
自
負

せ
ら
れ
、
そ
の
為
に
普
通
の
狂
言
以
外
に
立
つ
て
来
た
。
だ
け

ど
こ
の
間
い
ふ
や
う
に
能
そ
の
も
の
ゝ
中
に
も
歌
舞
伎
芝
居
と

通
ず
る
も
の
と
狂
言
に
は
荒
事
風
な
狂
言
が
あ
る
。
だ
か
ら
、

判
然
と
区
別
が
立
つ
て
来
る
に
し
て
も
古
い
と
こ
ろ
で
は
ど
う

し
て
も
お
互
に
影
響
が
な
い
と
は
言
へ
な
い
。
丁
度
、
こ
の
の

ろ
ま
人
形
と
い
ふ
も
の
は
、
芝
居
の
荒
事
と
同
じ
も
の
。
歌
舞

伎
の
歌
舞
伎
た
る
も
の
と
同
じ
素
質
を
持
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
歌

舞
伎
は
又
能
と
通
ず
る
部
分
が
あ
る
程
度
あ
る
。
之
を
普
通
に

考
へ
る
と
の
ろ
ま
人
形
が
荒
事
趣
味
を
持
つ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば

義
太
夫
浄
瑠
璃
以
前
に
あ
つ
た
、
操
り
人
形
の
影
響
だ
ら
う
。

桜
井
但
馬
の
掾
等
と
い
ふ
人
一
類
の
人
形
師
の
人
形
は
荒
事
の

人
形
浄
瑠
璃
で
い
へ
ば
金
平
浄
瑠
璃
。
さ
う
い
ふ
も
の
ゝ
直
系

だ
と
考
へ
ら
れ
る
。
さ
う
考
へ
て
安
心
す
る
事
も
出
来
る
。
け

れ
ど
も
私
は
も
少
し
考
へ
て
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
ふ
。

単
に
そ
ん
な
事
な
ら
ば
浄
瑠
璃
以
外
の
も
の
が
入
り
過
ぎ
て
ゐ

る
。
歌
舞
伎
で
な
い
荒
事
風
が
入
り
、
あ
る
ひ
は
能
狂
言
の
中

の
歌
舞
伎
風
の
も
の
が
入
つ
て
ゐ
る
。
か
う
い
ふ
風
に
い
ふ
事

が
出
来
る
。


